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人間生活学総合研究科 

修士課程 児童学児童教育学専攻 

健 康 科 学 専 攻 

造 形 学 専 攻 

英 語 教 育 学 専 攻 

臨 床 心 理 学 専 攻 

教 育 福 祉 学 専 攻 

博士課程 人 間 生 活 学 専 攻 



 

東京家政大学大学院 

 

募集人員（男女共学） 

研究科 課程 専攻 募集人員 

人
間
生
活
学
総
合
研
究
科 

修士 

児童学児童教育学 5 

健康科学 5 

造形学 4 

英語教育学 4 

臨床心理学 8 

教育福祉学 4 

博士 人間生活学 3 

 

 

 

造形学専攻       衣料管理士 専修 資格養成校 

 

 

臨床心理学専攻     日本臨床心理士資格認定協会 第１種指定大学院 

              公認心理士受験資格対応 

 

 

● 不測の事態により，所定の日程どおりに入学試験や合否発表等を実施することが 

困難であると大学院が判断した場合には，大学院ホームページでお知らせします。 

 

 

個人情報の取り扱いについて 
① 東京家政大学大学院では，出願に際して，得られた住所・氏名その他個人情報は 

入試関連業務に限定して使用し，お預かりした情報は適切・安全に管理いたします。 

② 出願書類を提出いただいたことにより，上記事項を理解し，同意していただいた 

ものとして取り扱わせていただきます。 
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Ⅰ．2027年度東京家政大学 

大学院入試 
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Ⅰ．2027年度 東京家政大学 大学院入試 

Ａ．人間生活学総合研究科 各専攻 共通事項 

 

１ 試験日程，出願関係，合格発表・入学手続 等 

１期・２期入試日程 入試区分：一般入試、社会人特別入試とも 

 
1期入試 2期入試 

修士 博士 修士 博士 

試験日 
2026年 

10月 26日(月) 

2026年 

10月 31日(土) 

2027年 

2月 20日(土) 

2027年 

2月 13日(土) 

入学検定料 

支払期日 

2026年 9月 28日(月) 9：00 ～ 

10 月  7日(水) 15：00 

2027年 1月 26日(火) 9：00 ～ 

      2月  4日(木)15：00 

出願期間 

2026年 10月 2日(金) ～ 10月 8日(木) 必着 2027年 1月 30日(土) ～ 2月 5日(金) 必着 

出願方法：郵送必着 (本学窓口では受け付けません) 

合格発表 

2026年 

10月 29日(木) 

2026年 

11月 9日(月) 

2027年 

2月 25日(木) 

2027年 

2月 19日(金) 

発表方法：本人宛合否通知書の発送及び Webにて発表（Web発表の URL は試験当日にお知ら 

せします） 

合否に関する電話やメールでのお問い合わせは対応できません。 

入学手続 

期 間 

2026年 11月 2日(月) 

～11月 9日(月) 

2026年 11月 13日(金) 

～11月 20日(金) 

2027年 3月 1日(月) 

～3月 6日(土) 

2027年 2月 25日(木) 

～3月  4日(木) 

手続き期間内に入学手続きをしない場合は入学を許可しません。 

試験会場 

東京家政大学 板橋校舎 

〒173-8602 東京都板橋区加賀 1-18-1 

TEL 03-3961-3473  FAX 03-3961-5260 

入学検定料 35,000円（別途手数料は自己負担） 

出 願 手

続 注 意

事項 

● 出願期間の前に入学検定料の支払期間があります。早めに支払いをしてください。 

● 一度納入した検定料は返還できません。 

● 修士課程長期履修制度（P.8参照）の利用を希望する者は，出願時に長期履修学生申出 

書及び在職証明書を提出してください。 

● 出願書類に不備があった場合は受理できません。 

  出願書類を受理後は，出願書類の追加や変更，返却はできません。 

● 出願書類を受理した者に対し，試験会場を記載した受験票を郵送します。 
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２ 出願前の研究室訪問について 

各専攻志願者は，出願前に大学院事務に相談の上，希望研究分野の指導教員の研究室訪問を行 

うことが必須となっています。研究指導を受けることの了解を得た上で出願してください。 

 

（１）申込方法 

以下の内容を記載の上，学修支援課大学院担当 daigakuin@tokyo-kasei.ac.jp 宛てにメールでお申込

みください。追って訪問日程を連絡します。 

・氏名（ふりがな） 

・電話番号（連絡が取りやすい番号） 

・学校，学部，研究科名，学年（社会人の場合は最終学歴） 

・志望する専攻 

・志望入試区分（一般・社会人） 

・志望研究指導教員氏名 

・研究テーマ 

 

（２）申込期日 

1期入試（修士・博士）：2026年  9月 18日（金） 

2期入試（修士・博士）：2026年 12月 17日（木） 
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mailto:学修支援課大学院担当daigakuin@tokyo-kasei.ac.jp


 

３ 出願書類 

●各種証明書は，原則として 3か月以内に取得したものを提出してください。 

●出願書類の本学所定用紙は本学大学院ホームページからダウンロードできます。 

本学所定用紙はすべて A4サイズで印刷してください。 

 角形 2封筒（240mm×332mm）を用意し，ダウンロードした出願用封筒表紙（必要事項を記入）を封筒

に貼付して，出願期間内（P.1参照）に速達・簡易書留で郵送してください（出願期間締切日必着）。 

 本学窓口では受け付けません。 

●ワープロ等で入力可能な書類については，ワープロ等を用いて記入しても構いません。 
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No 提出書類 概 要 該当者 

① 
Ａ票：入学志願票 
(本学所定用紙) 

全ての項目において，漏れがなく，誤りの無いように記
入してください。※1 
出身大学 出身大学院欄に最終学歴を記入してください。 
学歴・職歴欄は，高等学校卒業から出身大学等（卒業見
込を含む）と職歴を記入してください。 

全員 

② 
Ｂ票：受験票 
(本学所定用紙) 

受験票に受験種別・志望専攻・氏名・専門科目を記入し
てください。 
出願書類を不備なく受理した者に，受験票を郵送します。 

全員 

③ 
Ｃ票：志願者写真票 
(本学所定用紙) 

写真は上半身正面向，無帽無背景で縦 4cm×3cm のもの
を，写真貼付欄に全面糊付け貼付してください。 
裏面には氏名を記入してください。必要事項を記入。 
※試験当日の本人確認及び入学後の学生証の写真として使用します  

全員 

④ 

卒業（見込）証明書 
修士課程志願者は，大学卒業（見込）証明書を提出して
ください。 

全員 

修了（見込）証明書 
博士課程志願者は，大学院修士課程修了（見込）証明書
提出してください。 

⑤ 成績証明書 
複数の大学等を卒業している者は，すべての学校の証明
書を提出してください。大学に編入している者は，編入
学前の大学，短大等の証明書も提出してください。※2 

全員 

⑥ 
資格・研究発表・賞罰等 
記載用紙 
（本学所定用紙） 

記入事項がない項目については，各項目の 1 行目に「記
載事項なし」と記入してください。 
記入欄が足りない場合は，適宜，行を増やして記入して
ください。 

全員 

⑦ 
長期履修学生申出書 
（本学所定用紙） 

出願時のみ申請可能です。 
在職証明書を添付してください。 
※長期履修学生制度については 2026年 9月末までに申請期間や適用対

象課程が変更になる可能性があります。変更があった場合には、9月

末までに本学大学院 HP 上にてお知らせしますのでご注意ください。 

修士課程の 
長期履修希望者 

⑧ 
研究計画書 
（本学所定用紙） 

次の 2 点を含むこと。 
1）卒論要旨または今までの研究の内容 
2）入学後の研究計画（大学院で研究したいこと） 

修士課程の 
全専攻 

⑨ 
勤務・社会的活動経験
の履歴 
（本学所定用紙） 

複数の勤務経験や社会活動経験がある場合には，それぞ
れについて記入してください。 
4 箇所以上での経験がある場合には，用紙をコピーして
使用してください。 

臨床心理学専攻の
社会人特別入試 

➉ 
修士論文又はこれに代
わる学術論文 

修士の学位授与見込みの者においては提出予定論文要旨
を含みます。 

博士課程 
人間生活専攻 



 

⑪ 希望研究課題 
題目を明記の上，内容を 1,000 字程度にまとめて提出し

てください。（書式は任意です） 

博士課程 

人間生活学専攻 

⑫ 
出願書類チェックシート 

（本学所定用紙） 
提出する書類は，□欄すべてに✓印をつけてください。 全員 

⑬ 受験票送付封筒 
長 3 封筒に，受験者本人の住所，氏名を記入し，速達分

の切手を貼付してください。 
全員 

⑭ 
出願用封筒貼付用紙 
（本学所定用紙） 

角 2 封筒（240mm×332mm）を用意し，この用紙に必要事

項を記入し、封筒表に貼付してください。 
全員 

 

 

外国人志願者の追加提出書類 

 （出願の前に大学院事務へ必ず問い合わせをしてください） 

 

p3「出願書類」に記載の出願書類及び以下の書類を提出してください。 

⑮ 最終出身学校長の推薦書 
書式は任意です。 
和訳を添付してください。 
 ※ご自身で作成された推薦状は受理できません。 

⑯ 日本語能力証明書 
日本語能力試験 1 級の「成績通知書」を提出してください。この試験を受
けていない者は，独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験
の日本語を受験し，成績の原本又はコピーを提出してください。 

⑰ 
在日保証書 
（本学所定用紙） 

親族が日本にいる場合のみ提出してください。 

⑱ 
在留カード 
（元：外国人登録票） 
住民票 

在留資格を所持しているものは，在留資格，期間が記載された区役所等発
行の在留カード（両面）を提出してください。※3 

 

※１ 住所，メールアドレス，電話番号は志願者本人と確実に連絡が取れる連絡先を記入して 

ください。 

※２ 外国人志願者は最終出身学校の全在学期間の成績証明書を提出してください。証明書が 

日本語又は英語以外の言語で書かれている場合は，日本語または英語の訳文をつけてく 

ださい。その際は，大使館等や有資格者（日本語学校等）による公証が必要です。 

※３ 1期入試の出願時点で在留カードを所持していない方は，合格後入学手続きが完了しま 

したら，自国で申請をし入学時に提出してください。2期入試は，出願時点で在留カー 

ドを所持している方のみ出願可能です。 

 

＜注 意 事 項＞ 

● 上記の書類出願書類以外に，必要に応じ他の書類の提出を求めることがあります。 

● 出願書類に不備が生じた場合は大学院事務より連絡することがあります。 

  連絡が取れず生じた不利益について，本学は一切の責任を負いません。 

● 出願書類に虚偽の記載があった場合，受験資格，及び入学資格を失います。 
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４ 入学検定料支払い方法 
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５  納入金（2026年度）（財務部経理課へ納付） 

（1） 入学時納入金 

 ①（標準修業年限在学生 修士 2年 博士課程 3年）入学時納入金 

納入金項目 金 額 備 考 

入 学 金 150,000円 本学卒業生は入学金免除 

授業料（前期分） 330,000円 年額 660,000 円 

教 育 充 実 費 

（前期分） 
120,000円 

年額 

児童学児童教育学専攻 290,000 円  健康科学専攻  305,000 円 

造形学専攻      300,000 円  英語教育学専攻 275,000 円 

臨床心理学専攻    300,000 円  教育福祉学専攻 300,000 円 

人間生活学専攻    290,000 円 

後 援 会 費 25,000円 入会金 15,000円，年会費 10,000円（本学卒業生は年会費のみ） 

合 計 625,000円 本学卒業生の入学時納入金は 460,000 円 

 

 ②（長期履修学生 修士 3 年コース） 入学時納入金 

納入金項目 金 額 備 考 

入 学 金 150,000円 本学卒業生は入学金免除 

授業料（前期分） 220,000円 年額 440,000 円 

教 育 充 実 費 

（前期分） 
80,000円 

年額（1 年時） ※学年により異なるため p.9 参照 

児童学児童教育学専攻 200,000 円  健康科学専攻  210,000 円 

造形学専攻      200,000 円  英語教育学専攻 190,000 円 

臨床心理学専攻    200,000 円  教育福祉学専攻 200,000 円 

後 援 会 費 25,000円 
入会金 15,000円，年会費 10,000円 
（本学卒業生は年会費のみ） 

合 計 475,000円 本学卒業生の入学時納入金は 310,000 円 

 

 ③（長期履修学生 修士 4 年コース）入学時納入金 

納入金項目 金 額 備 考 

入 学 金 150,000円 本学卒業生は入学金免除 

授業料（前期分） 165,000円 年額 330,000円 

教 育 充 実 費 

（前期分） 
60,000円 

年額（1 年時） ※学年により異なるため p.9 参照 

児童学児童教育学専攻 145,000 円  健康科学専攻  160,000 円 

造形学専攻      150,000 円  英語教育学専攻 140,000 円 

臨床心理学専攻    150,000 円  教育福祉学専攻 150,000 円 

後 援 会 費 25,000円 
入会金 15,000円，年会費 10,000円 
（本学卒業生は年会費のみ） 

合 計 400,000円 本学卒業生の入学時納入金は 235,000 円 

 

（2） 入学後の学費（後期分） 

納入金項目 金 額 

授業料 標準年限：330,000円 長期 3年：220,000円 長期 4年：165,000円 

教育充実費 年額 － 入学時（前期）納入額 
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６ 奨学金 

日本学生支援機構奨学金 

2026年度貸与月額：下記種別，金額から選択，申請し，選考のうえ貸与されます。 

授業料後払い制度については，月額の他に，半年ごとに授業料支援金（授業料年額の半額）が貸与され

ます。 

 

第一種（無利子）修士課程 50,000円・88,000円，博士課程 80,000円・122,000円 

第一種・授業料後払い制度（無利子）修士課程 生活費奨学金 20,000円・40,000円＋授業料支援金 

第二種（有利子）修士，博士全課程 50,000円・80,000円・100,000円・130,000円・150,000円 

渡辺学園給付奨学金 

渡辺学園三木奨学金，後援会奨学金，石川梅子（むめ）奨学金等 

 

７ 入学辞退に伴う学費の返還について 

2027年度入試合格者で入学時納入金を完納した者が入学を辞退する場合には，入学辞退・学 

費返還の手続を行うことにより納入学費等の一部を返還します。 

（1）返還する学費等は，2027年度授業料（納入分），教育充実費（納入分），後援会費とします。 

（2）入学辞退・学費返還の手続は以下のとおりとします。 

下記の①～⑦を記載・捺印した入学辞退・学費返還願（様式は任意）を作成し，「入学金等受 

領書（本人控）」を同封の上，封筒表面に「学費返還手続き」と朱書し，書留で東京家政大学大 

学院事務に郵送してください。なお，振込口座名義は本人又は保証人とします。 

  ①氏名（捺印）  ②生年月日  ③合格専攻  ④受験番号  ⑤入学辞退理由 

  ⑥返還金振込希望金融機関名・支店名及び預金種目・口座番号と名義（フリガナ） 

⑦保証人氏名（捺印）・住所・連絡先電話番号 

（3）返還願提出期限は，2027年 3月 30日［当日消印有効］までとします。 

（4）返還金は，2027年 4月中旬頃「学校法人渡辺学園」名で指定金融機関に振込みます。 
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８ 東京家政大学大学院 長期履修学生制度 

 

（資格） 

○長期履修学生を志願できる者は，本学大学院修士課程に入学予定の者で，次の各号の一に該当 

し，2年の標準修業年限での修業が困難な者で，3年又は 4 年の修業年限を希望する者とする。 

 （1）職業を有し就業している者 

   （自営業及び臨時雇用（単発的なものを除く）を含む｡） 

 （2）家事，育児，介護等の事情を有する者 

 （3）教育免許状取得希望者 

 （4）その他研究科委員会で相当と認められた者 

 

（授業料等） 

○長期履修学生の授業料等は，通常の大学院修士課程の授業料等の年額を 3年又は 4年で納入す 

る。（詳細は別表参照｡） 

 

（出願時期，志願手続） 

○長期履修学生を志願する者は，大学院出願時に他の出願書類とともに下記の書類を提出する。 

 出願期間以降，長期履修学生の志願はできない。 

 （1）長期履修学生申出書（ 大学院ホームページよりダウンロード） 

 （2）職業を有している者は在職証明書又は在職が確認できる書類 

 （3）その他研究科委員会で必要とされた書類 

 

（履修期間の変更） 

○長期履修学生の履修期間の変更は原則として認めない。 

ただし，特別な事情がある場合，在学中 1回に限り，1年次の 1月末までに変更を申請し，研 

究科委員会で承認された場合，履修期間の変更ができる。 

 

（履修期間変更後の授業料等） 

○履修期間変更後の授業料等の年額は，別表を参照。 
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別表 東京家政大学大学院 長期履修学生授業料等年額 

 

長期履修学生 修士 3 年コース                                  （年額：単位：円） 

学年 
専攻 

区分 
児童学児童教育学 健康科学 造形学 英語教育学 臨床心理学 教育福祉学 

1 年 
授業料 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 

教育充実費 200,000 210,000 200,000 190,000 200,000 200,000 

2 年 
授業料 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 

教育充実費 200,000 200,000 200,000 180,000 200,000 200,000 

3 年 
授業料 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 

教育充実費 180,000 200,000 200,000 180,000 200,000 200,000 

 

長期履修学生 修士 4 年コース 

学年 
専攻 

区分 児童学児童教育学 健康科学 造形学 英語教育学 臨床心理学 教育福祉学 

1 年 
授業料 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 

教育充実費 145,000 160,000 150,000 140,000 150,000 150,000 

2 年 
授業料 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 

教育充実費 145,000 150,000 150,000 140,000 150,000 150,000 

3 年 
授業料 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 

教育充実費 145,000 150,000 150,000 140,000 150,000 150,000 

4 年 
授業料 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 

教育充実費 145,000 150,000 150,000 130,000 150,000 150,000 

 

変更長期履修学生 修士 3 年から 4 年へ変更 

学年 
専攻 

区分 児童学児童教育学 健康科学 造形学 英語教育学 臨床心理学 教育福祉学 

1 年 
授業料 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 

教育充実費 200,000 210,000 200,000 190,000 200,000 200,000 

2 年 
授業料 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 

教育充実費 140,000 140,000 140,000 120,000 140,000 140,000 

3 年 
授業料 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 

教育充実費 120,000 130,000 130,000 120,000 130,000 130,000 

4 年 
授業料 280,000 280,000 280,000 280,000 280,000 280,000 

教育充実費 120,000 130,000 130,000 120,000 130,000 130,000 

 

変更長期履修学生 修士 3 年から 2 年コースへ変更 

学年 
専攻 

区分 児童学児童教育学 健康科学 造形学 英語教育学 臨床心理学 教育福祉学 

1 年 
授業料 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 440,000 

教育充実費 200,000 210,000 200,000 190,000 200,000 200,000 

2 年 
授業料 880,000 880,000 880,000 880,000 880,000 880,000 

教育充実費 380,000 400,000 400,000 360,000 400,000 400,000 

 

変更長期履修学生 修士 4 年から 3 年コースへ変更 

 

変更長期履修学生 修士 4 年から 2 年コースへ変更 

学年 
専攻 

区分 児童学児童教育学 健康科学 造形学 英語教育学 臨床心理学 教育福祉学 

1 年 
授業料 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 

教育充実費 145,000 160,000 150,000 140,000 150,000 150,000 

2 年 
授業料 990,000 990,000 990,000 990,000 990,000 990,000 

教育充実費 435,000 450,000 450,000 410,000 450,000 450,000 
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学年 
専攻 

区分 児童学児童教育学 健康科学 造形学 英語教育学 臨床心理学 教育福祉学 

1 年 
授業料 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 330,000 

教育充実費 145,000 160,000 150,000 140,000 150,000 150,000 

2 年 
授業料 500,000 500,000 500,000 500,000 500,000 500,000 

教育充実費 218,000 225,000 225,000 205,000 225,000 225,000 

3 年 
授業料 490,000 490,000 490,000 490,000 490,000 490,000 

教育充実費 217,000 225,000 225,000 205,000 225,000 225,000 



 

Ｂ ． 募集人員・出願資格・試験科目・内容及び試験時間 

１  人間生活学総合研究科修士課程 一般入試 

（1） 募集人員（男女共学） 

専  攻 募集人数 

児 童 学 児 童 教 育 学 5 名 

健 康 科 学 5 名 

造 形 学 4 名 

英 語 教 育 学 4 名 

臨 床 心 理 学 8 名 

教 育 福 祉 学 4 名 

 

（2） 出願資格 各専攻共通 

下記の（1）～（4）いずれかに該当する者 

（1）大学を卒業した者及び 2027年 3月大学卒業見込の者 

（2）外国において，学校教育における 16年の課程を修了した者 

（3）文部科学大臣の指定した者 

（4）その他本学大学院研究科委員会において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると 

認められた者 

 

（3）試験科目・内容及び試験時間 ※3 

時 間 9：10 ～ 10：50 
11：10～ 

12：10 
13：00～ 

試験科目 

専攻 
専 門 科 目 外国語 面接 

児童学児童教育学 

・保育学 ・保育実践学 ・育児支援学 

・子ども臨床学 ・教育実践学 ・学校教育学 

 から 2 科目選択（ 1科目は指定科目） ※1 

英 語 

※2 

13：00～ 

健 康 科 学 

・食品学 ・調理科学 ・栄養学 

・生命科学分野 ・実践研究分野 

 から 2 科目選択（ 1科目は指定科目） ※1 

造 形 学 

・被服科学 ・被服造形学  ・服飾文化史 

・服飾デザイン・色彩    ・美術史 

・デザイン史  ・工芸論  ・造形表現論 

 から 2 科目選択（ 1科目は指定科目） ※1 

英 語 教 育 学 
・英文学 ・米文学 ・英語学 ・英語教育学 

 から 1 科目選択 ※1 

臨 床 心 理 学 臨床心理学領域から出題 ※4 

教 育 福 祉 学 
・心理学 ・社会福祉学 ・教育学から 1科目選択 
 ※1 

13： 00～ 

※1. 児童学児童教育学専攻，健康科学専攻，造形学専攻の専門科目は，研究指導予定の教員が指定する研究指導を受け

る予定分野の 1 科目 2 問と，あらかじめ選択する分野の 1 科目 2 問を解答する。英語教育学専攻，教育福祉学専攻

の選択科目は，研究指導予定の教員と相談のうえ，決定する。 

※2. 児童学児童教育学専攻の外国語は 2 問中 2 問を，健康科学専攻，造形学専攻の外国語は 3 問中 2 問を解答する。 

英語教育学専攻を除く各専攻では，英語の辞書は貸与します。 

※3. 合否判定は，各専攻が指定する筆記試験，提出書類内容および面接による総合評価から決定する。 

※4. 臨床心理学専攻の面接試験は，専門科目・外国語の筆記試験及び書類審査に合格した者に対して，14:00 から実施す

る。 
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２  人間生活学総合研究科修士課程 社会人特別入試 

 

（1）募集人員（男女共学） 

専 攻 募 集 人 数 

児 童 学 児 童 教 育 学 

若干名 

健 康 科 学 

造 形 学 

英 語 教 育 学 

臨 床 心 理 学 

教 育 福 祉 学 

 

（2）出願資格 

  下記の（1）～（3）いずれかに該当する者。 

（1）大学を卒業後，2年以上勤務・社会的経験のある者 

（2）大学を卒業した者及び 2027年 3月に大学卒業見込の者で，入学時に 27歳以上の者 

（3）その他本学大学院研究科委員会において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると 

認められた者で 2 年以上勤務・社会的経験のある者又は入学時に 27歳以上の者 

 

（3）試験科目・内容及び試験時間 ※2 

時間  

専攻 
9：10 ～ 10：50 

11：10～ 

12：10 

13：00～ 

面接 

児童学児童教育学，健康科学，造形学 
 

小論文 

13:00～ 

英語教育学，教育福祉学 
 

臨床心理学 ※3 
専門科目・英語 ※1 

（臨床心理学領域から出題する） 
14:00～ 

 

※1. 英語の辞書は貸与する。 

※2. 合否判定は，各専攻が指定する筆記試験，提出書類内容および面接による総合評価から決定する。 

※3. 臨床心理学専攻では，提出された書類も審査する。 
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３  人間生活学総合研究科博士課程 一般入試 

 

（1）募集人員（男女共学） 

専 攻 募 集 人 数 

人 間 生 活 学 3名 

 

（2）出願資格 

  下記の（1）～（3）いずれかに該当する者 

（1）修士の学位を有する者及び 2027年 3月大学院修士課程修了見込の者 

（2）外国において修士に相当する学位を授与された者 

（3）その他本学大学院研究科委員会において，修士の学位を有する者と同等以上の学力があ 

ると認められた者 

 

（3）試験科目・内容及び試験時間 

時間  

専攻 
9：10 ～ 10：10 10：30 ～ 

人 間 生 活 学 英語 ※1 面接 ※2 

 

※1. 研究希望分野からの専門問題 l 題及び共通問題 2 題のうち 1 題の合計 2 題を選択する。 

英語の辞書は貸与する。 

※2. 修士論文又はこれにかわる学術論文（論文要旨），希望研究課題にもとづくプレゼンテーション 

その後質疑（15 分程度）。プレゼンテーション用のデジタルデータ資料は USB メモリに入れて，試験 3 日前 

までに，大学院事務担当に提出する。 
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４  人間生活学総合研究科博士課程 社会人特別入試 

 

（1） 募集人員（男女共学） 

専 攻 募 集 人 数 

人 間 生 活 学 若干名 

 

（2）出願資格 

  下記の（1）～（3）いずれかに該当する者 

（1）修士の学位を有し，2 年以上勤務経験のある者 

（2）修士の学位を有する者で，入学時に 29歳以上の者 

（3）その他本学大学院研究科委員会において，修士の学位を有する者と同等以上の学力があ 

ると認められた者で 2年以上勤務経験のある者又は入学時に 29歳以上の者 

 

（3）試験科目・内容及び試験時間 

時間     

専攻 
9：10 ～ 10：10 10：30 ～ 

人 間 生 活 学 小論文 面接 ※ 

 

※ 希望研究課題に基づくプレゼンテーションと質疑応答で約 30 分の発表を行う。プレゼンテーション用のデ

ジタルデータ資料は USB メモリに入れて，試験 3 日前までに．大学院事務担当に提出する。 
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５  受験にあたっての主な注意事項 

 

（１）試験当日の注意事項 

① 受験票は試験当日必ず持参してください。 

② 受験者は， 試験開始 15 分前までに受験票に指示された試験場・受験番号貼付の席に着席 

してください。 

    時間には十分余裕をもって試験場に入ってください。試験場へは午前 8 時 30 分より入場で 

きます。 

③ 試験開始時間に遅刻した場合は， 試験開始後 20 分以内の遅刻に限り受験を認めます。遅 

刻の理由を係員に申し出て， 指示に従ってください。 

    なお， 交通機関の事故や天災等不可抗力による遅刻の場合等， 指示する内容が異なります 

ので必ず「遅刻の理由」を申し出てください。 

④ 当日は， 受験票， 筆記用具（ H B の黒鉛筆， 黒芯のシャープペンシル， プラスチック製の 

消しゴム）， 時計（ 時刻表示機能だけのもの） を持参してください。 

⑤ 指定の試験科目全てを受験しないと欠席扱いになります。 

⑥ 試験終了までは試験場から退出できません。 

 

（２）試験時間中の注意事項 

① 所持品について 

ア 受験票のほかに試験時間中， 机の上に置けるものは， 黒鉛筆（ H B に限る） 又はシャー 

プペンシル（ 黒芯のみ），プラスチック製の消しゴム，鉛筆削り（ 電動式・大型のもの・ 

ナイフ類を除く）， 時計（ 辞書や電卓機能があるもの， それらの機能の有無が判別しづ 

らいもの，秒針音のするもの，大型のものを除く），眼鏡，ハンカチ，ティッシュペーパー 

（袋または箱から中身だけを取り出したもの）， 目薬です。これ以外の所持品を置いては 

いけません。 

イ 携帯電話等の電子機器は試験場に入る前に必ずアラームの設定を解除し電源を切ってお 

いてください。 

② 解答上の注意事項 

ア 解答には必ず H B の黒鉛筆又は黒芯のシャープペンシル， プラスチック製の消しゴムを 

使用してください。 

イ 「電子辞書」や「I C レコーダー」等の電子機器，「定規」「コンパス」「電卓」「そろばん」「グ 

ラフ用紙」等の補助具は使用できません。また， 和歌・格言が印刷されている鉛筆等は 

使用できません。 

③ その他の注意事項 

ア 試験時間中に監督者が写真票と受験者の確認を行います。不正行為防止のため，「マス 

ク」や「帽子」を一時的に外すよう監督者が指示することがあります。 

イ 上履きは必要ありません。必要な場合は受験票で指示します。 
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（３）不正行為 

次のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合，その場で受験の中止と退出を 

命じられ，それ以降の受験はできなくなり，成績は無効になります。 

① カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること，他人の人か 

ら答えを教わること等）をすること 

② 他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをすること。 

③ 試験時間中に，携帯電話・スマートフォンや電子辞書，ICレコーダー等の電子機器類を 

使用すること。 

④ 試験時間中に，定規，コンパス，電卓等の補助具を使用すること。 

 

（４）付添について 

受験生以外の入場を最小限にするため保護者の入構はできません。保護者控室もありません 

のでご注意ください。 
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Ⅱ．東京家政大学大学院 

人間生活学総合研究科の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ａ ． 概 要 

1 大学院の目的 

東京家政大学大学院は，建学の精神に則り，学部の教育課程を基礎とし，高度にして専門的な 

学術の理論及び応用を研究教授し，その深奥をきわめ，広い視野に立って高度の専門性が求めら 

れる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，広く社会と文化の発展に寄与すること 

を目的とする。 

 

2 研究科設置の趣旨 

東京家政大学は，明治 14年に東京女子師範学校（現お茶の水女子大学）の教師であった渡邉辰 

五郎が，「時代の要請に応え，民衆の必要を基盤とし，女性の自主自律を願い，新しい時代に即 

応した学問技芸に秀でた師表となる有能な女性を育成する」ことを教育理念として，本郷湯島の 

地に創設した和洋裁縫伝習所をその起源に持つ。和洋裁縫伝習所に起源を持つ学校法人渡辺学園 

は現在，大学院，大学，短期大学部，附属女子中学校，女子高等学校，幼稚園，ナースリールー 

ム併せて 7,000人を超える学生・生徒・園児を擁する学園となっている。本学園は令和 6年度に 

は創立 143周年を迎え，戦後 1949年に大学が設置認可されてからも 70余年が過ぎている。 

家政学研究科は，平成元年に修士課程からスタートし，平成 5年に博士課程を設置し，文字通 

り家政系大学の最高学府に相応しい内容を整えた。その間多くの修了生を輩出している。 

家政学研究科は家政学部児童学科，栄養学科，服飾美術学科を基礎として，食物栄養学専攻， 

被服造形学専攻，児童学専攻を柱として修士課程を築き，博士課程は家政学を核としながらさら 

にフィールドを広げ，人間生活全般にかかわる探求へと発展させた人間生活学専攻として，それ 

ぞれを開設してきた。 

家政学研究科が開設され 30 余年を過ぎており，基礎となる家政学部は，服飾美術学科美術専 

攻が，生活美術全般を中心とした造形表現学科に発展し，児童学科児童教育専攻は，学校教育に 

おいてより質の高い教育力・実践力・教科教育の力を伸ばす教員養成を目的として児童教育学科 

を設置する方向へ発展した。また，栄養学科理科コースも環境情報学科から環境教育学科へと改 

組転換を図った。栄養学科も，平成 14 年に栄養士法が改正され，管理栄養士国家試験が施行さ 

れたことに伴いカリキュラムを一新し，栄養士・管理栄養士の専門資質の向上に対して全国レベ 

ルでの改革が行われた。何れも，従来の家政学をさらに深化させ，生命と生存に根差した，人の 

一生と生活全般にかかわる学際的探求課題へと裾野を広げてきている。 

一方，文学部においても，人文学部へと名称変更を行い，心理教育学科は時代の要請に応えて 

心理臨床，生涯学習及び社会福祉の三分野の充実を図ってきたが，それぞれの学問領域の専門 

化，高度化に対応するため，心理カウンセリング学科と教育福祉学科の 2学科に発展改組を行っ 

た。また，英語英文学科は英語教育を中心にしながら，コミュニケーション能力育成をより重視 
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した教育を目的としたカリキュラムとし英語コミュニケーション学科へと名称変更を行った。 

文学研究科は，平成 8年英語英文学専攻及び心理教育学専攻を設置し，平成 12年には財団法人 

日本臨床心理士資格認定協会が認可する第 1種指定大学院として臨床心理士を養成するため，心 

理教育学専攻に臨床心理学コース・心理教育学コースを設定したが，その後，従来の文学研究か 

ら，人文全般に関する学際的探求課題への展開がなされてきた。 

本学では，以上のように家政学をさらに深化させつつ，生命と存在に根ざした人の一生と生活 

全般にかかわる課題探求へと裾野を広げてきている家政学研究科と，従来の文学研究から人文全 

般に関する学際的探求課題へと展開が進んできた文学研究科とを統合し，人間生活学総合研究科 

の 1 研究科とし，修士課程 6 専攻と博士課程の人間生活学専攻を設置することとした。 

人間生活学総合研究科は，家政学と人文学の基盤を踏まえつつ，生活学の内容を従来の内向き 

の「家庭」という枠に囚われることなく，衣，食と健康，福祉から心と保育，教育までを包括し 

た人間の生命活動と生存活動の探求を深めると共に，グローバル化し，文化的な質の高い生活技 

術と生活意識を幅広く探求するものと捉えなおすものである。このように 2研究科の統合によっ 

て，人間生活学総合研究科はこれまでの 2研究科内の専門相互の学びあいも可能となり，広く複 

眼的な視野を持つ有為な人材を養成することが可能となる。また，修士課程の専攻名称は基礎学 

部の名称と対応しており，学部と大学院の継続性を明確に示すとともに，新たな今日的課題に応 

えられるように養成する人材像を明確にし，学修システムの弾力化を図ることによって，学生・ 

社会人のニーズに幅広く応えるものとなっている。 

 

本学の 2代目学長青木誠四郎は，戦後の文部省にあって戦後教育の復興に力を尽くし，その後 

本学に着任した。青木誠四郎に“実際家は日々の事に追われて研究に遑（いとま）なく，研究者 

は現実を見ず，現状を知らずして机上に理論を楽しむといった風では好ましくない。畢竟
ひっきょう

，学は 

協同事業でなくてはならない”という言葉がある。研究のための研究でなく，本学は所謂大学院 

大学を目指すのでもなく，「現場に学び，共に研究し，研究成果を現場に生かせるように！」を 

本大学院の基本理念としたい。そのためには，研究能力と課題解決能力を合わせ持ち，実社会で 

リーダーとなれる人材育成を目指すと共に，現職社会人を広く迎え入れられるよう，さらに段階 

を踏んで体制を整えていく計画である。 

 

これらを踏まえ平成 24年 4月から，人間生活学総合研究科修士課程に，児童学児童教育学専攻 

（入学定員 5名），健康栄養学専攻（入学定員 5名），造形学専攻（入学定員 4名），英語・英語教育 

研究専攻（入学定員 4名），臨床心理学専攻（入学定員 8名），教育福祉学専攻（入学定員 4名）を， 

博士課程に人間生活学専攻（入学定員 3名）を設置し，大学院のさらなる教育・研究の向上に取り 

組むこととした。 

 

 令和 8年 4月から教育・研究の特色が分かりやすく伝わるように，健康栄養学専攻を健康科学 

専攻，英語・教育研究専攻を英語教育学専攻へ名称変更をすることとした。 

 

 

 

 

― 18 ― 



 

 

 

3 研究科の目的 

人類が普遍に持つ，衣・食と健康・福祉から，心と保育・教育までを包括した人間の生命活動 

と生存活動の探求を深めると共に，グローバル化し，文化的な質の高い生活技術と生活意識を幅 

広く探究し，それぞれの専門性を深めると共に，新たな今日的課題に応えられる広く複眼的な視 

野を持つ有為な人材の養成を目的とする。 

 

4 研究科の構成と収容定員 

東京家政大学大学院（Graduate School of Tokyo Kasei University） 

人間生活学総合研究科（Graduate School of Humanities and Life Sciences） 

課程 専 攻 入学定員 収容定員 

修士 

課程 

児童学児童教育学専攻 

（Master's Program in Child Care，Education and Science） 

 

健康科学専攻 

（Master's Program in Health Sciences） 

 

造形学専攻 

（Master's Program in Clothing ＆ Art） 

 

英語教育学専攻 

（Master's Program in English Language Education） 

 

臨床心理学専攻 

（Master's Program in Clinical Psychology） 

 

教育福祉学専攻 

（Master's Program in Education and Social Welfare） 

5 

 

 

5 

 

 

4 

 

 

4 

 

 

8 

 

 

4 

10 

 

 

10 

 

 

8 

 

 

8 

 

 

16 

 

 

8 

博士 

課程 

人間生活学専攻 

（Doctoral Program in Human Life Sciences） 
3 9 

合 計 33 69 

 

5 修業年限・長期履修学生 

（1）本学大学院の修士課程の修業年限は 2年，博士課程の修業年限は 3年とする。 

（2）修士課程において，学生が職業を有している等の事情により，前項に定める修業年限を超 

えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修することを希望し認められた長期履修学 

生の修業年限は 3年又は 4 年とする。 

（3）大学院に在学できる期間は，休学期間を除き修士課程は 4年間，博士課程は 6年間とする。 

（4）修士課程の長期履修学生の在学年数は， 修業年数が 3年の場合は 4年を，修業年数が 4年 

の場合は 5年を超えることはできない。 
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6 課程の修了要件 

（1）修士課程の修了要件は，大学院に 2年以上在学し，履修授業科目について 30 単位以上を取 

得し，かつ必要な研究指導を受けた後，修士論文の審査又は特定の課題についての研究の 

成果の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，特に優れ 

た業績を上げた者については，大学院に 1年以上在学すれば足りるものとする。 

（2）博士課程の修了要件は，大学院に 3年以上在学し，所定の授業科目について 6単位以上を 

取得し，かつ必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することと 

する。ただし，在学期間に関しては，特に優れた業績を上げた者については，大学院に 1 

年以上在学すれば足りるものとする。 

 

7 学位の授与 

本学大学院研究科において，所定の課程を修了した者に対しては次の学位を授与する。 

人間生活学総合研究科 

児童学児童教育学専攻 

健 康 科 学 専 攻 

造 形 学 専 攻 

英 語 教 育 学 専 攻 

臨 床 心 理 学 専 攻 

教 育 福 祉 学 専 攻 

修士課程 

修士課程 

修士課程 

修士課程 

修士課程 

修士課程 

修士（児 童 学） 

修士（健康科学） 

修士（家 政 学） 

修士（英語教育学） 

修士（心 理 学） 

修士（学  術） 

人 間 生 活 学 専 攻 博士課程 博士（学  術） 

 

8 各専攻の目的 

（1）児童学児童教育学専攻は，子どもの豊かな人格を育て，身体的，精神的かつ社会的に健全 

に育成するための学究を行い，高度な研究教育に携わることのできる人材および児童学・ 

児童教育学における実践的課題を探究・研究し解決できる高度な専門知識と方法論を修得 

した人材の養成を目的とする。 

（2）健康科学専攻は，フードサイエンス，ライフサイエンスおよびヘルスサイエンスの各分野 

における高度な知識と技能を教授することにより，人の健康維持，生活習慣病の予防，老 

化のメカニズムなど，健康に関する諸課題の解決に資する研究能力および応用力を有する 

人材を育成する。また，専門分野において取得した資格を活用し，高度な専門性と実践力 

を備えた職業人の養成を目的とする。 

（3）造形学専攻は，服飾美術と造形表現を融合させたカリキュラムにより，服飾美術分野では 

自然・社会環境や産業技術などの，衣服の美的・機能的側面に対して起こりうる新しいニ 

ーズに対し，産業や教育などの分野で対応できる高度な専門性と実践力を備えた人材の育 

成を目的とする。造形表現分野では生活美術の追究を通して，生活を様々な面で豊かにす 
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る造形表現活動・文化活動を支える能力を有する人材の育成を目的とする。 

（4）英語教育学専攻は，国際化時代に対応できる実践的な英語コミュニケーション能力を養成 

し，英語文学及び文化の研究並びに英語，英語教育の研究を深め，視野の広い総合力を持 

った高度な専門教育を行うことのできる人材の養成を目的とする。 

（5）臨床心理学専攻は，複雑化した社会における人間関係の諸問題に対応する総合的な力を育 

成し，公認心理師及び臨床心理士としての高度な専門知識や技術を持ち，医療・教育・産 

業・司法等の社会のあらゆる領域で柔軟に対応し，適切な援助，介入及び研究のできる人 

材の養成を目的とする。 

（6）教育福祉学専攻は，学校や地域社会の複雑化・複合化した諸問題について，生涯学習・社 

会教育，社会福祉学，心理学についての高度な専門知識や技術を修得し，人間関係を調整 

し，社会資源を有効に使い，問題解決を創造的に行うことができる高度専門的職業能力を 

備えた人材の養成を目指す。 

（7）人間生活学専攻は，博士課程に相当し，人間生活をめぐる生活科学，社会科学，心理臨床 

学等の分野において，総合的，学際的視野にたつ人材を養成することを目的とし，自立し 

た研究者養成のみならず確かな教育能力と高度な研究能力をもつ大学教員の育成をも図る。 

 

 

9   東京家政大学大学院各ポリシー（ディプロマ・ポリシー、 

カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー） 
 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

研究科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

人間生活学総合研究科では，東京家政大学家政学部，栄養学部，児童学部と人文学部での基礎 

的知識を基盤とし，家政学分野と人文学分野での精深な学識と高度な専門知識を有し，それを基 

盤に独創的に発展させることができる研究能力と豊かな創造力，応用できる実践力を備えた研究 

者，教育者，及び専門職業人としての能力を修得し，得られた成果を学会・研究会などで発表し， 

学位論文，研究成果として明示させたものに，博士（学術）及び修士（児童学），修士（健康科学）, 

修士（家政学），修士（英語教育学），修士（心理学），修士（学術）の学位を授与する。 

 

教育課程編成方針（ カリキュラム・ポリシー） 

大学院のカリキュラムは，大学院生が学位授与規程に相応しい能力を身につけられる学修・研 

究ができるために，コースワークとリサーチワークの観点から構成されている。 

コースワークの特徴としては，新入生フレッシュマンセミナーにおいて各教科の授業の概要を 

説明し，懇談する機会を設けている。またフレッシュマンセミナーの実質化のため，大学院の教 

育・研究環境の特徴と大学院での学修，研修，フィールドワーク，充実した実りある大学院生活 
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を送るための心構え，研究へのアプローチ法などをテーマとした，数名の教授と研究科長による 

レクチャーが行われている。大学院共通科目として大学院に必須の基礎学力を教授する「アカデ 

ミック・ライティング」「論文作成のための統計解析入門」「プレゼンテーション論」を設け，単 

位認定後も大学院修了まで相談に応じている。大学院においては，視野の広い精深な学識を得る 

ために専攻分野を超えて 8単位まで他専攻の授業科目を履修できることにしている。カリキュラ 

ム構成は全体として，特論（講義），演習，実験・実習の構成となっており，理論的にも実証的・ 

体験的にも学修できるようになっている。さらに新たな発展が期待できる分野においても，講義 

科目として開講し，社会の負託に応えられるよう多様な人材育成に対応している。科目の履修に 

ついては研究指導者が相談に応じ，リサーチ活動と関連した適切な指導を受けることができる。 

リサーチワークの特徴としては，入学試験時に研究計画書の提出を求め，面接試験で大学院で 

の研究の抱負を尋ね，質疑する。入学後には，指導教員のもと，詳細な研究計画をたてた上で研 

究論文題目を提出している。また，論文中間発表においては，研究活動および成果の経過を多く 

の教員の前で発表し，プレゼンテーション技術と研究内容を深めると共に多様な視点からの批判 

を受け，指導教員の指導のもと，独善的・独りよがりの研究に陥らぬよう改善・修正できる。研 

究経過の中で論文題目の変更が必要となった場合は，専攻会議，専攻主任会議での審議を経て研 

究科委員会で承認し，適切な論文内容とそれを表す論文題目となるよう指導教員がサポートして 

いる。リサーチは，結果を出して終わるのではなく，結果を発表し批判を受けて完成させていく 

ものであり，本大学院は，プレゼンテーションの意義を高めるため学会などの外部での発表経験 

を重視しており，研究助成制度として必要経費の助成をしている。特別研究指導者には副指導者 

を認め，複数指導者による研究論文の充実にも努めている。研究機器や研究環境が学内で不十分 

となった場合は，研究科委員会で承認を受けた後，学外でのリサーチワークとして外部の研究所 

や研究機関で機器の借用及び個別の研究指導が受けられるようになっている。学位論文の審査に 

おいては，複数の副査を置き，予備審査を含む十分な審査期間のもと論文の構成と正確な文章表 

現なども含めて厳正に確認を行い，発表と質疑応答ならびに口頭試問で審査し，研究科全体の研 

究科委員会で合否を決定する。 

本研究科修士課程は，コースワーク，リサーチワーク共に含めて，修業年限 2年に限定せず， 

就業年限 3年と 4年の長期履修制度を設けている。また，博士課程は論文の学会誌掲載年限を考 

慮して，課程修了後 1年間の学位授与審査の猶予を設けている。また，出産育児のために学業の 

継続が困難となった場合は，育児休学制度を設けている。 

 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

東京家政大学大学院 

東京家政大学大学院は，平成元年に家政学研究科食物栄養学専攻並びに被服造形学専攻（修士 

課程）を開設し，平成 4年より児童学専攻（修士課程），同 5年より人間生活学専攻（博士課程）， 

同 8 年には文学研究科英語英文学専攻，心理教育学専攻（修士課程）を設置し現在まで多くの修 

了生を送り出している。 
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平成 24年度から，これまでの家政学研究科と文学研究科を人間生活学総合研究科に統合し， 

児童学児童教育学専攻，健康栄養学専攻，造形学専攻，英語・英語教育研究専攻，臨床心理学専 

攻， 教育福祉学専攻（以上 修士課程）と，人間生活学専攻（博士課程）を設置した。令和 8年 

4 月から教育・研究の特色が分かりやすく伝わるように，健康栄養学専攻を健康科学専攻，英語・ 

英語教育研究専攻を英語教育学専攻へ名称変更をすることとした。 

 

 

 

大学院の教育目的 

本学大学院は，建学の精神に則り，大学での教育課程を基礎とし，高度にして専門的な学術の 

理論及び応用を研究教授し，その深奥をきわめ，広い視野に立って高度の専門性が求められる職 

業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，広く社会と文化の発展に寄与することを目的 

にして，①学術研究の高度化と優れた研究者の養成，②高度専門職業人の養成，③教育研究を通 

じた国際貢献，の 3点を共通の目標としている。 

 

大学院のアドミッション・ポリシー 

本学大学院は，東京家政大学の建学の精神と生活信条に基づき次のような人を求めている。 

・自主自律の精神を持ち，人間の生活に関わる専門性の高い学術・実践・応用力を身につけ社会 

に貢献し活躍することを志す人 

・現代の人間の生活に関わる諸問題に対し柔軟に対応し解決する高い知性と能力を修得し，社会 

に役立ちたいと努力する人 

・世界的な広い視野を持ち，自己の幸福と社会の幸福とを合わせ願い行動することのできる心の 

豊かな人 

 

研究科の人材養成・教育目的およびアドミッション・ポリシー 

人間生活学総合研究科は，家政学部，栄養学部，児童学部と人文学部の内容と実績を基礎とし 

て，修士課程である児童学児童教育学専攻，健康科学専攻，造形学専攻，英語教育学専攻，臨床 

心理学専攻，教育福祉学専攻及び博士課程である人間生活学専攻において，大学院の教育目的に 

そった教育を行い高度な専門知識を持ち，それを土台とした研究能力，実践力を持つ人を育てる 

ことを人材養成及び教育研究上の目的としている。 

この目的に基づき，次のような人を求めている。 

・児童学児童教育学専攻，健康科学専攻，造形学専攻，英語教育学専攻，臨床心理学専攻，教育 

福祉学専攻及び人間生活学専攻において修得した，高度でより専門的な知識ならびに資格・免 

許を活かして各方面で活躍したい人 

・専門知識を学ぶだけではなく，それを土台に自分自身で考えさらに発展・深化させようとする人 

・人間生活に関わる諸問題に対し，指導的立場で適切に対処し，実践・応用できる能力を涵養し 

たい人 

・知識だけではなく，その場に応じた柔軟な対応ができる実践力を身につけ，社会に貢献しよう 

とする人 
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10 各専攻ポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、 

アドミッション・ポリシー） 
 

≪修士課程≫ 

ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー 

 

〇児童学児童教育学専攻 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

児童学児童教育学専攻では，現代社会における乳幼児，児童に関する問題を探究する研究者を 

育成するとともに，保育所，幼稚園，小学校などにおける研究的実践者を養成することを人材育 

成及び教育研究上の目的とし，以下の学識・能力を有するに至ったものに修士（児童学）の学位 

を授与する。 

・乳幼児や児童の問題に広く関心を持ち，知識を深め，創造性豊かな研究を進めることができる。 

・保育，教育の現場において，乳幼児や児童の幸せや育ちを見据え，研究的実践の創造に寄与で 

きる。 

・乳幼児や児童をめぐる社会の多様なニーズに対応できる専門性を身につけている。 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

児童学児童教育学専攻の教育目標を達成するため，以下の方針に基づき教育課程を編成し実施 

する。 

・「保育学」「保育実践学」「育児支援学」「子ども臨床学」「教育実践学」「学校教育学」の 6つの 

区分から幅広く学ぶことにより，深い識見と広い視点にたって児童学，児童教育学の研究をする 

ことができる力を育成するとともに，児童に関わる様々な分野で応用可能な知識を身につける。 

・児童学，児童教育学の研究分野から，自分の専攻分野を選び，とくに「特別研究」を通して，そ 

の分野における研究の計画を作成し，研究をまとめていけるように充実した研究指導を行う。 

・学校教育の場で，より高度な専門性をもって，幼児および児童の教育を行うことができる能力 

と技術を身につけるために，幼稚園教諭専修免許と小学校教諭専修免許を取得するための科目 

を開設する。 

 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

児童学児童教育学専攻では，現代社会における乳幼児，児童に関する問題を探究する研究者を 

育成するとともに，保育所，幼稚園，小学校などにおける研究的実践者を養成することを人材育 

成及び教育研究上の目的としている。 

この目的に基づき，次のような人を求めている。 

・乳幼児や児童の問題に広く関心を持ち，創造性豊かな研究をする意欲を持った人 

・保育，教育の現場において，乳幼児や児童の幸せや育ちを見据え， 研究的実践の創造を志す人 

・乳幼児や児童をめぐる社会の多様なニーズに対応できる専門性を磨く志を持つ人 

・幼稚園， 小学校の教員として専門性を深め専修免許取得を希望する人 
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〇健康科学専攻 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

健康科学専攻では，個人および社会のウェルビーイング（well-being）を多様な観点から探究し， 

その向上に主体的に寄与することのできる高度専門的職業人，教育指導者，ならびに研究者の養成を 

目的とする。 

そのためには，専門分野における課題解決を図る際に，社会や文化に対する幅広い見識を基盤とし 

て柔軟に思考し，実践へとつなげる姿勢が求められる。 

本専攻では，このような姿勢をもって学修・研究に取り組み，以下の学識および能力を修得した者 

に対し，修士（健康科学）の学位を授与する。 

・専門分野における高度な知識・技術を修得し，探究・研究能力および課題解決能力を有している。 

・フードサイエンス分野，ライフサイエンス分野，ヘルスサイエンス分野を広くかつ深く理解し， 

豊かな専門的能力を修得している。 

・専門分野の課題解決に資するために，倫理的判断力を含めた社会や文化に対する幅広い見識を有 

  し，それを実践的に活用できる能力を備えている。 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

健康科学専攻の教育目標を達成するため，以下の方針に基づき教育課程を編成し実施する。 

・カリキュラムにおける分野別区分としてのフードサイエンス分野，ライフサイエンス分野，ヘル 

スサイエンス分野における各授業科目を履修し，特別研究において，実習・実験および修士論文 

作成のための研究手法を学ばせる。 

・専任教員の指導のもと，企業，施設，病院などにおける豊富な実践体験を通じ，実践・応用力を 

修得させる。 

・学内学外における研究発表の機会をもうけ，研究能力の向上をめざす。 

・学校教育の場で，より高度な専門性をもって，家庭科の教育を行うことができる能力と技術を身 

につけるために，中学校教諭専修免許（家庭）と高等学校教諭専修免許（家庭）を取得するため 

の科目を開設する。 

 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

健康科学専攻では，「食品」から，摂食する生体の機能の維持・回復を目的とした研究を行い，社 

会貢献できる高度専門職業人，教育指導者，研究者を養成する。そして地域住民の保健・医療・福 

祉の向上に寄与することを人材育成及び教育研究上の目的としている。 

この目的に基づき，次のような人を求めている。 

・専門職養成施設における教育・研究に携わりたい人 

・保健・医療・福祉・介護などの領域で地域活動のリーダーとして活躍したい人 

・企業や試験・研究機関等において栄養・商品開発等の研究分野に関わりたい人 

・職業に就きながら，食物栄養や生態機能維持管理に関する実践的な研究を通じて，高度な職業人 

としての能力を高めたい人 
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〇造形学専攻 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

造形学専攻では，服飾美術分野（被服科学，服飾造形，服飾デザイン・ビジネス）においては， 

衣服の美的・機能的側面の追究を通して，また造形表現分野（メディア表現，表現と社会，美術 

史，工芸，平面表現，空間表現）においては生活美術の追究を通して，産業や教育，創作などの 

場面における有為な人材の養成を目的とし，以下の学識・能力を有するに至ったものに修士（家 

政学）の学位を授与する。 

・服飾美術及び造形表現の分野において，高度の専門的知識を修得している。 

・服飾美術及び造形表現の分野において，高度の実践力，技能を身につけている。 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

造形学専攻の教育目標を達成するため，以下の方針に基づき教育課程を編成し実施する。 

・カリキュラムにおける分野別区分として，服飾美術分野と造形表現分野における各授業科目 

を履修し，服飾美術分野では特別研究において被服科学，服飾造形，服飾デザイン・ビジネ 

ス等の研究を通じ修士論文作成のための研究手法を学ばせる。また，造形表現分野では特別 

研究においてメディア表現，表現と社会，美術史，工芸，平面表現，空間表現の各分野の制 

作希望者においては，作品の課題研究を通じて研究能力の向上をめざす。学会や学外におい 

て制作発表の場を設ける。 

・服飾分野では服飾を科学とファッションの両面からとらえ，豊富な実験・実習を通して実 

践・応用力を修得させ，アパレル，教育界に高度の専門的知識と技能を持って貢献できる人 

材を育てる。 

・造形表現分野では，作品の制作活動を通して学内学外における発表の機会を設け研究能力の 

向上をめざす。論文作成志望者に対しては，美術史，造形教育，アートマネジメント等の研 

究を通じ，修士論文作成のための研究手法を学ばせる。また，高度の専門的知識と技能を習 

得させ，創造性豊かな表現力をもって作家・高度専門職業人として自立した活動をすること 

ができる人材を育てる。 

・学校教育の場で，より高度な専門性をもって，家庭科及び美術科の教育を行うことができる 

能力と技術を身につけるために，中学校教諭専修免許（家庭）・中学校教諭専修免許（美術） 

と高等学校教諭専修免許（家庭）・高等学校教諭専修免許（美術）を取得するための科目を 

開設する。 

 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

造形学専攻では，被服科学，服飾造形，服飾デザイン・ビジネス，メディア表現，表現と社会， 

美術史，工芸，平面表現，空間表現の各分野において基礎を確実なものとし，高度な専門性を身 

につけることを人材養成及び教育研究上の目的としている。 

この目的に基づき，次のような人を求めている。 

・専門分野の教育・研究機関や博物館，編集，美術・デザインなどの分野で活躍を希望する人 

・家庭科教員，美術科教員として専門性を深め専修免許取得を希望する人 

・家政学の視点から深い専門性と教養を身につけたい人 
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〇英語教育学専攻 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

英語教育学専攻では，グローバル化時代に対応できるコミュニケーション能力を養成し，英語 

学，英語文学，英語文化に関する研究，そして英語教育に関する分野，特に英語教育の実践方法 

や言語習得理論等などにおける研究能力を備えた，広い視野と総合力を持つ人材の養成を目的と 

している。そのため，以下の学識・能力を有する者に対して，修士（英語教育学）の学位を授与 

する。 

・高度なコミュニケーション能力，論理的思考，共感的理解力を身につけている。 

・英語の実践的能力を高め，これによって国際的に活躍することが期待できる。 

・英語という言語の仕組みやその歴史を体系的に学んでいる。 

・英語文学作品を研究し，人間，社会，文化，歴史の仕組みについて理解を深めている。 

・英語教育学や言語習得理論の最新の知見を取り入れながら多角的に研究し理解を深めている。 

・研究の成果を生かし，高度職業人として教育の現場で指導的教育実践活動ができる。 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

英語教育学専攻の教育目標を達成するため，以下の方針に基づき教育課程を編成し実施する。 

具体的な教育内容，授業形態，教育方法などについては，シラバスの「実施形態」，「授業概要」 

を参照のこととする。 

・英語に関わる広範囲な分野において，高度な専門知識を身につけさせ，幅広く深い視野に 

立って高度で独創的な研究を進めるための能力を育成するため，英語・英語文学分野には， 

言語学系，文学系，文化研究系等の諸科目を設置する。 

・外国語教育に関わる高度な専門知識を身に付けさせ，幅広く深い視野に立って高度で独創的 

な研究を進めるための能力を育成するため，英語教育分野には，第二言語習得研究や英語指 

導理論や教育課程研究に関わる諸科目を設置する。 

・両分野に共通する，研究論文執筆に必要な高度な英語表現技能を獲得させる。 

・健全な理論に基づいた適切な研究手続きに従った調査，研究等を計画し実施できる技術と能 

力を獲得させ，研究成果の発表，さらに修士論文の完成に向けて，専任教員が充実した個別 

指導を行う。 

・関心を持つ分野の知識に加え，高度な専門性をもって，学校現場における英語科教育を行う 

ことができる能力と技術を身につけるために，中学校教諭専修免許（英語）と高等学校教諭 

専修免許（英語）を取得するための科目を開設する。 

 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

英語教育学専攻は，グローバル化時代に対応できるコミュニケーション能力を養成し，英語圏 

文学・文化，英語学，英語教育に関する研究を深め，視野の広い総合力を持った人材育成，また 

英語教員として指導的な役割を果たす人材を養成することを人材養成及び教育研究上の目的とし 

ている。 

この目的に基づき，次のような人を求めている。 

・英語の実践能力を高めその機能を洗練させてより高度な職業人を目指そうとする人 
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・英語英文学作品を研究し，人間，社会，文化，歴史の仕組みについて理解を深めたい人 

・英語という言語の仕組みやその歴史を体系的に学びたい人 

・英語教育や言語習得について最新の知見を取り入れながら多角的に研究し，教育の現場で実 

践・活動したい人 

・グローバル化によって急速に変化する世界のありように柔軟に対応し，積極的に社会貢献し 

ていこうとする好奇心，意欲，情熱を持つ人 

 

〇臨床心理学専攻 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

臨床心理学専攻では，高度かつ独創的な研究をおこなう能力を身につけ，心理臨床に関する理 

論と知識を駆使して，心理的な問題を抱えた人に対する援助や組織・集団を心理学的に支援する 

ことができる実践力を身につけた人材の養成を目的とし，以下の学識・能力を有するに至った者 

に修士（心理学）の学位を授与する。 

・公認心理師・臨床心理士としての人間性と広い視野を有する。 

・公認心理師・臨床心理士としての必要な理論と実践能力を身につけている。 

・研究成果を学会などで発表し，学術論文として公表できる研究能力を備えている。 

・身につけた専門的知識と総合的判断力を生かして，公認心理師・臨床心理士として活躍でき 

る資質と能力が備わっている。 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

臨床心理学専攻の教育目標を達成するため，以下の方針に基づき教育課程を編成し実施する。 

・「臨床心理学専門分野」では，統計学，研究法，人格心理学，認知心理学などに関わる基礎 

科目の修得および心理臨床学の分野を修得し，幅広深い視野に立って，高度かつ独創的な研 

究を行う能力を育成する。 

・「臨床心理学基礎分野」では，学外及び学内施設における豊富な実践体験を通じ，心理臨床 

に必要な技法を身に着け，かつ専任教員によるスーパービジョンを受ける。 

・「研究指導」では，専攻分野の研究計画を策定し，それを可能にする理論的・実践的研究能 

力及び研究成果を発表できる能力を身につけさせることを目的として，個別指導を中心とし 

た研究指導を行う。 

・学校教育の場において，高度な専門性をもって，公民科の教育を行うことができる能力と技 

術を身につけるために，高等学校教諭専修免許（公民）を取得するための科目を開設する。 

 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

臨床心理学専攻では，心理カウンセリング学科の教育を基礎にして，さらに高度な専門知識を 

持ち，それを土台とした研究能力及び医療・教育・産業・司法などの分野における臨床実践力を 

持つ公認心理師・臨床心理士を育てることを人材養成及び教育研究上の目的としている。 

この目的に基づき，次のような人を求めている。 

・基礎的な心理学の知識をベースに，高度の臨床心理学的なアセスメント，心理面接などの技 

法を修得できる学力，能力のある人 

・科学的な思考と臨床的態度を身につけ，医療・教育・産業・司法などさまざまな領域で適切 

な援助，介入を行う意欲のある人 

・心の問題や不適応行動のメカニズムや援助の在り方について研究したい人 
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〇教育福祉学専攻 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

教育福祉学専攻では，高度かつ独創的な研究をおこなう能力を身につけ，生涯学習・社会教育 

分野，社会福祉学分野，心理学分野，教育福祉理論・研究方法論分野を総合的に学び，高度な専 

門知識や技術に精通し，地域社会や学校にあって人を支援するネットワークやチームワークの. 

リーダーとして活躍できる人材の養成を目的とし，以下の学識・能力を有するに至ったものに修 

士（学術）の学位を授与する。 

・心理学を基礎に，社会教育・生涯学習，社会福祉の現場におけるリーダー（高度専門職業人） 

としての人間性と広い視野を有する。 

・心理，教育，福祉に関わる現場のリーダー（高度専門職業人）として，必要な理論と実践能 

力を身につけている。 

・研究成果を学会などで発表し，学術論文として公表できる研究能力を備えている。あるい 

は，職場等の活躍する場において，問題を発見し，課題を分析し，問題解決に寄与できる知 

識・技術，課題解決能力を備えている。 

・身につけた専門的知識と総合的判断力を生かして，心理，教育，福祉の現場のリーダー（高 

度専門職業人）として活躍できる資質と能力が備わっている。 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

教育福祉学専攻の教育目標を達成するため，以下の方針に基づき教育課程を編成し実施する。 

・心理学，社会教育・生涯学習，社会福祉学，心理学，教育福祉理論・研究方法論に関わる各 

分野の基礎・中心となる特論科目を履修し，いずれかの分野の専門性を高めると同時に，隣 

接分野の知識・技術が得られるよう指導する。 

・関心を持つ分野の知識に加え，幅広く深い視野に立った，高度かつ独創的な研究活動や，実 

践的な課題解決に向けた検討が行えるよう，研究方法の理解を図り，専門分野の研究計画を 

作成し，それを可能にする理論的実践的研究能力を身につけさせ，研究発表に向けて個別指 

導を充実させた研究指導を行う。 

・学校教育の場において，より高度な専門性をもって公民科の教育を行うことができる能力と 

技術を身につけるために，高等学校教諭専修免許（公民）を取得するための科目を開設する。 

 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

教育福祉学専攻では，生涯学習・社会教育分野，社会福祉学分野，心理学分野，教育福祉理論・ 

研究方法論分野を総合的に学び，地域社会や学校にあって人を支援するネットワークやチーム. 

ワークのリーダーとして活躍できる人材を育てることを人材育成及び教育研究上の目的としている。 

この目的に基づき，次のような人を求めている。 

・生涯学習・社会教育，社会福祉学，心理学，教育福祉理論・研究方法論の各分野を幅広く学 

び，人の支援についての高度の研究をしたい人 

・地域社会や学校で人を支援するネットワークやチームワークのリーダーとして実践したい人 

・社会福祉や社会教育の分野ですでに仕事についている方で，スキルアップをはかりたい人 
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≪博士後期課程≫ 

ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー 

 

〇人間生活学専攻 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

人間生活学専攻では，自らの専門領域については言うまでもなく，関連分野を含めた広い領域 

についても大きな関心をもって勉学に努め，人間生活をめぐる心理臨床学，生活科学，社会科学 

の分野において，総合的，学際的視野にたつ人材の養成を目的とし，以下の学識・能力を有する 

に至ったものに博士（学術）の学位を授与する。 

・自らの専門領域について深い学識と理解を有し，研究者・高度専門職業人として自立した活 

動をすることができる。 

・新しい課題を解決することができる優れた研究能力を有することが，自らの研究成果によっ 

て証明できる。 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

・人間生活に関わる総合的・学際的研究のために，各分野の専門科目を置く。 

・各専門分野の研究の集大成として，研究計画に基づいた指導のもとで，本学学位規程に定め 

られた基準の博士論文を課す。 

人間生活学専攻の教育目標を達成するため，以下の方針に基づき教育課程を編成し実施する。 

・修士課程における教育の成果をふまえ，それを一層高度化，深化させるのみならず，広く人 

間生活を総合科学として捉えることのできる能力の醸成を目的とし，講義，実験などを通じ 

て教育・研究指導を行う。 

 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

人間生活学専攻では，学部及び修士課程における教育を基盤とし，一層高度な教育を行うこと 

によって，人間生活に関わる複雑な事象を理解し，真理を見出す能力を醸成することを目的とし 

ている。このような教育を通じて，現在の多様化，高度化する社会の要請に応えられる人材，当 

該専門分野の次代を担う人材を育てることを人材育成及び教育研究上の目的としている。 

この目的に基づき，次のような人を求めている。 

・人間生活に関連した分野の研究に強い熱意を有する人 

・関連分野の高度な学識の修得に強い熱意を有する人 
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11 教職課程の履修 

大学において高等学校教諭（家庭），（美術），（英語），（公民）・中学校教諭（家庭），（美術），（英語）・ 

小学校教諭及び幼稚園教諭の一種免許状を取得している者で，高等学校教諭（家庭），（美術），（英語），

（公民）・中学校教諭（家庭），（美術），（英語）・小学校教諭及び幼稚園教諭の専修免許状を取得しようと

する者は，教職課程に認定されている授業科目を 24単位以上を履修しなければならない。 

本学研究科において取得できる免許状は，次のとおりとする。 

 

児童学児童教育学専攻  小学校教諭専修免許状 

幼稚園教諭専修免許状 

健 康 科 学 専 攻  高等学校教諭専修免許状（家庭） 

中学校教諭専修免許状（家庭） 

造 形 学 専 攻  高等学校教諭専修免許状（家庭） 

中学校教諭専修免許状（家庭） 

高等学校教諭専修免許状（美術） 

中学校教諭専修免許状（美術） 

英 語 教 育 学 専 攻  高等学校教諭専修免許状（英語） 

中学校教諭専修免許状（英語） 

臨 床 心 理 学 専 攻  高等学校教諭専修免許状（公民） 

教 育 福 祉 学 専 攻  高等学校教諭専修免許状（公民） 
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12 衣料管理士専修（造形学専攻） 

衣料管理士（ＴＡ）は（一社）日本衣料管理協会が認定している資格であり，ＴＡ養成大学に 

おいて所定のカリキュラムを履修して卒業した学生にＴＡ認定証が交付される。大学又は短期大 

学卒業時に取得できる衣料管理士 1級・2級に加え，新たに 2022年度より，より専門的なカリキュ 

ラムを履修した大学院修了者が取得できる「衣料管理士専修」が設置された。 

衣料管理士は，繊維製品に関する素材および生産・流通・消費等の分野を体系的に学び，それ 

らに関する基礎知識を身につけ，繊維製品の企画・設計／販売／品質保証／消費者対応につい 

て，豊富な知識と技術，知恵と工夫を活かして，人々に貢献するプロフェッショナルである。 

 

（1）衣料管理士専修の取得要件 

① 衣料管理士 1 級を取得していること 

② 衣料管理士 1 級認定校における大学院での開設科目（ 実験・実習・演習を含む）で，「材料」 

「加工・整理」「企画・設計・生産」「流通・消費」の 4領域のうち，2領域以上から 8 単位 

以上修得すること 

③ 衣料管理士 1 級認定校における大学院で，修士の学位を取得すること 

 

（2）開設科目及び単位 

   造形学専攻での開設科目は，次の通りである。 

領域 科目 単位数 

材料 被服材料学特論 2 

被服材料学演習 2 

被服科学実験 1 

加工・整理 被服管理学特論 2 

被服管理学演習 2 

繊維加工学特論 2 

繊維加工学演習 2 

企画・設計・生産 被服構成学特論 2 

被服構成学演習 2 

被服構成学実験 1 

アパレル設計学特論 2 

アパレル設計学演習 2 

流通・消費 ファッションビジネス特論 2 

ファッションビジネス演習 2 
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13 公認心理師・臨床心理士（臨床心理学専攻） 

1．公認心理師 

（1）公認心理師の受験資格 

公認心理師に関しては，公認心理師法に基づき，①～⑩の科目分野に含まれる科目を少なく 

とも 1 科目ずつ履修していれば， 受験資格が得られる。 

 

（2）必要履修科目，単位とその修得 

臨床心理学専攻での開設科目は，次の通りである。 

Ⅰ．主な職域の相談，助言，指導，その他援助に関する科目 

① 精神医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開）    2単位 必修※ 

心身医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開）    2単位 必修※ 

                               ※いずれか 1科目必修 

② 障がい児・者心理学特論（福祉分野に関する理論と支援の展開） 2単位 選択 

③ 学校臨床心理学特論（教育分野に関する理論と支援の展開）   2単位 選択 

④ 社会病理学特論（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開）  2単位 選択 

⑤ 産業心理学特論（産業・労働分野に関する理論と支援の展開）  2単位 選択 

Ⅱ．観察分析，相談，助言，指導，その他の援助等についての理論科目 

⑥ 臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践） 2単位 選択 

⑦ 臨床心理学面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践）     2単位 選択 

⑧ 家族心理学特論（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践） 

2単位 選択 

⑨ 生徒指導・教育相談・キャリア教育（心の健康教育に関する理論と実践） 

2単位 選択 

Ⅲ．心理実践実習（450時間以上） 

⑩ 臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）               (1) 単位 必修 
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2．臨床心理士 

（1）臨床心理士の受験資格 

臨床心理士に関しては，（財）日本臨床心理士資格認定協会による所定の規定（｢臨床心理士」 

受験資格に関する大学院指定運用内規）により，その資格認定指定大学院研究科の専攻におい 

て，所定の科目および単位を修得した者がその受験資格を得る，とされている。 

本大学院は，文学研究科心理教育学専攻（臨床心理学コース）が平成 14年度から「臨床心理 

士指定第一種大学院」に指定され，人間生活学総合研究科臨床心理学専攻も引き続き，第一種 

大学院の指定を受けており，臨床心理学専攻を修了した者は，臨床心理士資格審査の受験有資 

格者となる。 

 

（2）必要履修科目，単位とその修得 

上記の規定により，以下に示す科目および単位の修得がその受験資格として求められている。 

1）開設科目及び単位 

臨床心理学専攻での開設科目は，次のとおりである。 

必修科目・単位： 臨床心理学特論            4単位 

臨床心理学面接特論Ⅰ         2単位 

臨床心理学面接特論Ⅱ         2単位 

臨床心理査定演習Ⅰ          2単位 

臨床心理査定演習Ⅱ          2単位 

臨床心理基礎実習           (2)単位 

臨床心理実習Ⅰ            (1)単位 

臨床心理実習Ⅱ            (1)単位 

選択必修科目・単位： Ａ群 臨床心理統計法特論     4単位 

臨床心理学研究法特論    2単位 

Ｂ群 人格心理学特論       2単位 

認知心理学特論       2単位 

Ｃ群 社会病理学特論       2単位 

家族心理学特論       2単位 

Ｄ群 精神医学特論        2単位 

心身医学特論        2単位 

障がい児・者心理学特論   2単位 

Ｅ群 グループ・アプローチ特論  2単位 

発達臨床心理学特論     2単位 

 

2）修得方法 

上記開設科目のうち，必修科目から 8科目 16単位，選択必修科目群（A，B，C，D，E） から 

それぞれ 2単位以上，計 10単位以上，合計 26単位以上を修得する。 

必修科目・選択必修科目Ｅ群は，他の専攻からは受講できない。 

3）実習について 

臨床心理基礎実習は 1 年次に，臨床心理実習Ⅰ・Ⅱは 1年次 10月より 2年次にまたがって開 

講される。 

 

（3）修士論文のテーマ・内容 

上記の規定により，「修士論文のテーマと内容が臨床心理学に関するものであること」が求 

められている。 

― 34 ― 



 

 

14 大学院生研究助成制度 

 

1． 人間生活学総合研究科に，大学院生の学会発表を奨励することを目的として，平成 24年 4月 

1日から，以下の大学院生研究助成制度を設ける。 

（1） 大学院生が国内の学会で発表者（講演者）として学会に参加する場合，学会参加費，交通 

費（学割額），宿泊費等を全額助成する。 

（2） 大学院生が上記以外で国内の学会に参加する場合，学会参加費，交通費（学割額），宿泊費 

等を年 1回，5万円を限度として助成する。 

（3） 大学院生が海外の学会で発表者（講演者）として学会に参加する場合，学部の基準に準じ， 

学会参加費については全額，交通費（学割額），宿泊費等の旅費については 50％以内を助成 

する。 

（4） 助成する経費の範囲等については，国内出張規程（助手相当）に準じた学会参加費，交通 

費，宿泊費等の実費とする。なお，交通費は学割額とし，日当は除く。 

（5） 造形学専攻在学生の制作における，審査のある国内の作品展への出品および大学院生個人 

による自主的な国内での作品展を，国内学会での発表相当とみなし，出品料，運搬費等を， 

学会参加費，交通費等と同様に研究経費助成の対象とする。 

審査のない国内の作品展への出品は，国内学会への参加と，審査のある海外の作品展への 

出品は， 海外学会での発表とみなす。 

出品料，作品運搬費等の助成申請金額の妥当性については，必要に応じ助成金額の是正を 

行うことがある。 

（6） 大学院生研究助成は，大学院生が所定の申請書に研究指導者の承認印を得て研究科長宛申 

請し，専攻主任会議，研究科委員会の承認により助成の可否を決定する。 

造形学専攻の出品料，運搬費等の助成金申請金額の妥当性は，専攻主任会議で検討し，研 

究科委員会で決定する。 

 

2． その他 

（1） 2 回目以降の国内学会参加経費，助成対象外の海外学会発表経費についても一定の予算枠 

内で経費助成される制度がある。 

（2） 研究助成等の経費申請書の記入方法，経費支払手続方法等については，別途，大学院事務 

から連絡する。 
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15 東京家政大学大学院の院生に関する出産・育児休学取扱内規 

 

1． 本学大学院の学生が，就学中に出産および 1歳未満の子の育児のために就学が困難となった 

時には，就学時出産休学及び就学時育児休学を認める。この場合，当該休学の後，復学する予 

定となるものに限られる。 

出産休学および育児休学の対象期間は，出産予定の 6週間前から当該育児対象の子が 1歳に 

到達する日までの間で， 当該年度の半期単位の枠で取得することができる。 

 

2． 上記の休学期間は，授業料，教育充実費等の学納金は免除される。但し，学生証の発行等 

学事関連諸経費は実費徴収とする。 

 

3． その他の事項については，大学院学則による。 
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16 大学院生の学会発表， 展覧会開催 

2025年度 東京家政大学 大学院生 学会発表 

氏名 発表題目（筆頭発表者） 学会名、学会誌名 発表年 

人間生活学専攻 

在原 菜々花 
The Effect of Rhythmic Brain Stimulation on Brain 

Network and Behavior for Bilateral Movements 

Association for 

Behavior Analysis 

International 51th 

ANNUAL CONVENTION 

2025.5 

在原 菜々花 リズミック脳刺激による両手の運動協調性の変化 
日本行動分析学会第

43 回年次大会 
2025.8 

在原 菜々花 両手の協調運動を改善する革新的神経行動学技術 

第 33 回インテリジェ

ント・システム・シ

ンポジウム 

2025.9 

在原 菜々花 
片側小脳に対する交流電気刺激が両手の相互作用に及ぼ

す影響 

第 59 回日本作業療法

学会 
2025.11 

在原 菜々花 

Optimizing Daily Bilateral Hand Movement through 

Rhythmic Brain Stimulation: A Neuro-Behavioral 

Perspective 

ABAI 12th Internati

onal Conference 
2025.11 

世良田 和奏 
価値の明確化とコミットされた行為のプロセスが心理的

Well-being に与える影響の検討 

日本認知・行動療法

学会 第 51 回大会 
2025.8 

世良田 和奏 
双因子モデルによる価値の明確化とコミットされた行為

の測定不変性の検討 

ACT Japan 年次ミー

ティング 2025 
2026.3 

内藤 美佳子 
世界選手権での好成績獲得を目指す大学生女子相撲選手

の食事の改善と減量のための栄養サポート 

日本スポーツ栄養学

会第 11 回大会 
2025.8 

内藤 美佳子 
大学生相撲選手のエネルギーおよび各栄養素摂取量、体

組成、血圧との関連について 

第 72 回日本栄養改善

学会学術総会 
2025.9 

児童学児童教育学専攻 

田代 梓 
劇活動に対する保育士の意識と現場での位置づけ 

―アンケート調査から読み取れる保育士の考え方― 

日本保育学会第 78 回

大会 
2025.5 

健康栄養学専攻 

遠藤 映子 美容施術施行による施術者の心身への影響の検討 
日本健康科学学会第

40 回学術大会 
2025.12 

鳥光 優衣 
栄養条件の違いが雌性 SHR に対する降圧薬の効果に及ぼ

す影響と雄性 SHR との比較検討 

第 56 回日本消化吸収

学会総会 
2025.10 

北條 心菜 
パン様大麦粉製品の不快臭の変動に及ぼす香辛料配合の

影響 

日本食生活学会第 71

回大会 
2025.1 

細川 恵 
食品中に含まれるイミダゾールジペプチドの加熱による

減少 

日本食生活学会第 70

回大会 
2025.5 

細川 恵 
加熱によるカルノシンの構造変化：食品中の新規変性物

質の発見 

日本食品科学工学会

第 72 回大会 
2025.8 

細川 恵 
Thermal Structural Alterations of Carnosine by 

Heat Treatment in Chicken Breast 

International 

Society for 

Nutraceuticals and 

Functional 

Foods,ISNFF2025 

2025.9 

細川 恵 
ひざ関節痛の改善と血中食事由来コラーゲンペプチド濃

度の相関関係 

日本食生活学会第 71

回大会 
2025.1 
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細川 恵 
加熱後の鶏むね肉からのイミダゾールジペプチド由来新

規機能性物質の発見 

ファンクショナルフ

ード学会第 22 回 
2026.1 

細川 恵 
食肉中に存在するイミダゾールジペプチド(IDPs)の加熱

後に生成する変性物の構造と生理活性の特定 

令和 8 年度食品科学

工学会 関東支部大会 
2026.1 

山﨑 麻未 キトサンオリゴ糖が皮膚線維芽細胞に与える影響 
日本食生活学会第 70

回大会 
2025.5 

山﨑 麻未 
ヒト血液中へ吸収されるキトサンオリゴ糖の吸収経路と

線維芽細胞への影響 

日本食品科学工学会

第 72 回大会 
2025.8 

山﨑 麻未 キトサンオリゴ糖の線維芽細胞内への輸送 
日本食生活学会第 71

回大会 
2025.10 

臨床心理学専攻 

川﨑 瞭 
睡眠教育の睡眠改善効果-児童生徒を対象としたクラス

ターランダム化比較試験に関する系統的レビュー 

第 34 回日本睡眠環境

学会学術大会 
2025.9 

小松 美月 

女子大学生のセルフ･コンパッションがコーピング自己

効力感，コーピングおよび心理的ストレス反応に及ぼす

影響 

日本健康心理学会第

38 回大会 
2025.9 

林 安依里 
女子大学生における過敏型自己愛傾向が心理的ストレス

反応及び友人関係満足度に及ぼす影響 

日本健康心理学会第

38 回大会 
2025.9 

教育福祉学専攻 

吉森 紗都季 
高齢者はなぜ喫茶店を利用し続けるのか－通いの場の

「タイプ 0」を手がかりに－ 

第 20 回日本応用老年

学会大会 
2025.11 



 

 

 

2025年度 東京家政大学 大学院生 展覧会等開催 

氏名 タイトル，テーマ ギャラリー名（場所） 

造形学専攻 

請川 彩愛 個展 from nowhere 
ギャラリー魚水堂 

(東京・十条) 

請川 彩愛 

小沼 蒼依 

展覧会発表 Zooo＆L -どうぶつと絵本展- 
ジェイトエルギャラリー 

(東京・十条) 

展覧会発表 二人展 - Esse est = percipi ? - 
ギャラリーsummer of love 

(東京・高円寺) 

山根 茜 個展 『言葉を喰む』 ギャラリーTEN（谷中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 39 ― 



 

 

 

Ｂ． 令和 8（2026）年度教育課程表 
  各専攻の授業科目，単位数 

 

１  修士課程 

（1）児童学児童教育学専攻 

区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

免許・資格   

保
育
学
分
野 

保育学特論 2 選 幼専   

保育学演習 2 選 幼専   

保育史特論 2 選 幼専   

保育心理学特論 2 選 幼専   

児童文化特論 2 選 幼・小専   

児童文化演習 2 選 幼・小専   

保
育
実
践
学
分
野 

保育実践演習 2 選 幼専   

障がい児保育特論 2 選 幼専   

保育マネジメント特論 2 選 幼専   

保育内容実践研究(環境) 2 選 幼専   

保育内容実践研究(ことば) 2 選 幼専   

保育内容実践研究(表現) 2 選 幼専   

保育内容実践研究(健康) 2 選 幼専   

保育内容実践研究(人間関係) 2 選 幼専   

育
児
支
援
学
分
野 

育児支援学特論 2 選     

育児支援学演習 2 選     

児童福祉学特論 2 選     

児童福祉学演習 2 選     

保育カウンセリング特論 2 選 幼専   

保育相談演習 2 選 幼専   

家族関係学特論 2 選     

子
ど
も
臨
床
学
分
野 

子ども臨床学特論 2 選 幼専   

子ども臨床学演習 2 選 幼専   

小児健康保健学特論 2 選 幼・小専   

小児健康保健学演習 2 選 幼・小専   

発達心理学特論 2 選 幼専   

子ども芸術療法特論 2 選 幼専   

子ども芸術療法演習 2 選 幼専   
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区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

免許・資格   

教
育
実
践
学
分
野 

教育実践演習(国語) 2 選 小専   

教育実践演習(算数) 2 選 小専   

教育実践演習(社会) 2 選 小専   

教育実践演習(理科) 2 選 小専   

教育実践演習(音楽) 2 選 小専   

教育実践演習(図画工作) 2 選 小専   

教育実践演習(家庭) 2 選 小専   

学
校
教
育
学
分
野 

教育学特論 2 選 幼・小専   

教育心理学特論 2 選 幼・小専   

学級経営特論 2 選 幼・小専   

道徳教育演習 2 選 幼・小専   

特別支援教育演習 2 選 幼・小専   

情報処理演習Ⅰ 2 選 幼・小専   

情報処理演習Ⅱ 2 選 幼・小専   

研
究
指
導 

特別研究 10 必     

※教職課程については、免許種別に、免許・資格欄に記載した授業科目から 24単位以上を履修する。 

※授業は、多様なメディアを利用し、同時双方向又はオンデマンドにより教室等以外の場所で行うことができる。 

※各科目の担当教員は HPで確認すること。 

 

※研究指導については、専攻・教員により受入れが認められれば、本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教 

 授による副指導を受けることができる。なお、短大教員、大学院客員教授による副指導を希望する場合は、 

 必ず、希望教員の研究室訪問により受入の了解を得ること。 
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（2）健康科学専攻 

区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

免許・資格 備考 

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
分
野 

食品学特論 2 選 中・高専   

食品学演習 2 選 中・高専   

食品機能学特論 2 選 中・高専   

食品機能学演習 2 選 中・高専   

ＨＡＣＣＰ特論 2 選 中・高専   

ＨＡＣＣＰ演習 2 選 中・高専   

食安全学特論 2 選 中・高専   

食安全学演習 2 選 中・高専   

食品産業特論 2 選 中・高専   

食品産業演習 2 選 中・高専   

食品開発学特論 2 選     

食品評価特論 2 選 中・高専   

調理科学特論 2 選 中・高専   

調理科学演習 2 選 中・高専   

官能評価特論 2 選 中・高専   

分子栄養学特論 2 選 中・高専   

分子栄養学演習 2 選 中・高専   

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野 

遺伝子診断特論 2 選 中・高専   

遺伝子診断演習 2 選 中・高専   

統合生理学特論 2 選 中・高専   

統合生理学演習 2 選 中・高専   

生化学特論 2 選 中・高専   

生化学演習 2 選 中・高専   

食環境特論 2 選 中・高専   

食環境演習 2 選 中・高専   

機器分析化学特論 2 選 中・高専   

機器分析化学演習 2 選 中・高専   

臨床栄養学特論 2 選 中・高専   

臨床栄養学演習 2 選 中・高専   

病態栄養学特論 2 選 中・高専   

病態栄養学演習 2 選 中・高専   
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区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

免許・資格 備考 

ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
分
野 

臨床栄養学栄養療法特論 2 選 中・高専   

臨床栄養学栄養療法演習 2 選 中・高専   

スポーツ栄養学特論 2 選    

ＮＳＴ特論 2 選 中・高専   

公衆衛生学特論 2 選 中・高専   

公衆衛生学演習 2 選 中・高専   

公衆栄養学特論 2 選 中・高専   

公衆栄養学演習 2 選 中・高専 
  

  

給食経営学マネジメント特論 2 選 中・高専   

給食経営学マネジメント演習 2 選 中・高専   

基礎疫学 2 選 中・高専   

ロコモ・フレイル特論 2 選    

ロコモ・フレイル演習 2 選    

ニューロリハビリテーション特論 2 選    

リハビリテーション関連特論 2 選    

研
究
指
導 

特別研究 10 必     

※教職課程については、免許種別に、免許・資格欄に記載した授業科目から 24単位以上を履修する。 

※授業は、多様なメディアを利用し、同時双方向又はオンデマンドにより教室等以外の場所で行うことができる。 

※各科目の担当教員は HPで確認すること。 

 

※研究指導については、専攻・教員により受入れが認められれば、本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教 

 授による副指導を受けることができる。なお、短大教員、大学院客員教授による副指導を希望する場合は、 

 必ず、希望教員の研究室訪問により受入の了解を得ること。 
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（3）造形学専攻 

区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

免許・資格 備考 

服
飾
美
術
分
野 

被
服
科
学 

被服材料学特論 2 選 中・高専（家庭） 衣管士専（材料)   

被服材料学演習 2 選 中・高専（家庭） 衣管士専（材料)   

被服管理学特論 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（加工・整理) 
  

被服管理学演習 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（加工・整理) 
  

繊維加工学特論 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（加工・整理) 
  

繊維加工学演習 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（加工・整理) 
  

被服科学実験 1 選 中・高専（家庭） 衣管士専（材料)   

服
飾
造
形 

被服構成学特論 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（企画・設計・生産) 
  

被服構成学演習 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（企画・設計・生産) 
  

被服構成学実験 1 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（企画・設計・生産) 
  

アパレル設計学特論 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（企画・設計・生産) 
  

アパレル設計学演習 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（企画・設計・生産) 
  

和服造形学特論 2 選 中・高専（家庭）     

和服造形学演習 2 選 中・高専（家庭）     

服飾工芸特論 2 選 中・高専（家庭）     

服飾工芸演習 2 選 中・高専（家庭）     

服
飾
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス 

服飾文化史特論 2 選 中・高専（家庭）     

服飾文化史演習Ⅰ 2 選 中・高専（家庭）     

服飾文化史演習Ⅱ 2 選 中・高専（家庭）     

染織史特論 2 選 中・高専（家庭）     

服飾デザイン特論 2 選 中・高専（家庭）     

服飾デザイン演習 2 選 中・高専（家庭）     

色彩表現特論 2 選 中・高専（家庭）     

ファッションビジネス特論 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（流通・消費） 
  

ファッションビジネス演習 2 選 中・高専（家庭） 
衣管士専 

（流通・消費） 
  

造
形
表
現
分
野 

メ
デ
ィ
ア
表
現 

デジタルデザイン特論 2 選 中・高専（美術）     

デジタルデザイン演習Ⅰ 2 選 中・高専（美術）     

デジタルデザイン演習Ⅱ 4 選 中・高専（美術）     

映像メディアアート特論 2 選 中・高専（美術）     

映像メディアアート演習Ⅰ 2 選 中・高専（美術）     

映像メディアアート演習Ⅱ 4 選 中・高専（美術）     
表
現
と
社
会 

育ちのための表現特論 2 選 中・高専（美術）     

育ちのための表現演習Ⅰ 2 選 中・高専（美術）     

育ちのための表現演習Ⅱ 4 選 中・高専（美術）     
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区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

免許・資格 備考 

造
形
表
現
分
野 

美
術
史 

美術史特論 2 選 中・高専（美術）     

美術史演習Ⅰ 2 選 中・高専（美術）     

美術史演習Ⅱ 4 選 中・高専（美術）     

工
芸 

陶芸特論 2 選 中専（美術）     

陶芸演習Ⅰ 2 選 中専（美術）     

陶芸演習Ⅱ 4 選 中専（美術）     

金工・ジュエリー特論 2 選 中専（美術）     

金工・ジュエリー演習Ⅰ 2 選 中専（美術）     

金工・ジュエリー演習Ⅱ 4 選 中専（美術）     

染色造形特論 2 選 中専（美術）     

染色造形演習Ⅰ 2 選 中専（美術）     

染色造形演習Ⅱ 4 選 中専（美術）     

織物特論 2 選 中専（美術）     

織物演習Ⅰ 2 選 中専（美術）     

織物演習Ⅱ 4 選 中専（美術）     

平
面
表
現 

絵画特論 2 選 中・高専（美術）     

絵画演習Ⅰ 2 選 中・高専（美術）     

絵画演習Ⅱ 4 選 中・高専（美術）     

グラフィックデザイン特論 2 選 中・高専（美術）     

グラフィックデザイン演習Ⅰ 2 選 中・高専（美術）     

グラフィックデザイン演習Ⅱ 4 選 中・高専（美術）     

空
間
表
現 

住環境特論 2 選 中・高専（家庭）     

住環境演習Ⅰ 2 選 中・高専（家庭）     

住環境演習Ⅱ 4 選 中・高専（家庭）     

インテリアデザイン特論 2 選 中・高専（家庭）     

インテリアデザイン演習Ⅰ 2 選 中・高専（家庭）     

インテリアデザイン演習Ⅱ 4 選 中・高専（家庭）     

研
究
指
導 

特別研究・制作 10 必     

※衣料管理士専修については、免許・資格欄に記載した授業科目のうち、「材料」「加工・整理」「企画・設計・生産」 

「流通・消費」の 4領域のうち、2領域以上から 8単位以上を履修する。 

※教職課程については、免許種別に、免許・資格欄に記載した授業科目から 24単位以上を履修する。 

※授業は、多様なメディアを利用し、同時双方向又はオンデマンドにより教室等以外の場所で行うことができる。 

※各科目の担当教員は HPで確認すること。 

 

※研究指導については、専攻、教員により受入れが認められれば、本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授に 

  よる副指導を受けることができる。なお、短大教員、大学院客員教授による副指導を希望する場合は、必ず、希 

  望教員の研究室訪問により受入の了解を得ること。 
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（4）英語・英語教育研究専攻 

区分 授業科目 単位数 必選別 免許・資格 備考 

英
語
教
育
分
野 

小学校英語教育特論 4 選 中・高専   

英語教育実践特論Ⅰ 4 選 中・高専   

英語教育実践特論Ⅱ 4 選 中・高専   

第二言語習得研究Ⅰ 4 選 中・高専   

第二言語習得研究Ⅱ 4 選 中・高専   

英語技能指導法演習 4 選 中・高専   

国際英語技能指導法研究 4 選 中・高専   

英語教育課程特論 4 選 中・高専   

英語教育評価特論 4 選 中・高専   

英語教育リサーチメソッド 4 選 中・高専   

メディア教育研究 4 選 中・高専   

英
語
・英
語
文
学
分
野 

英語学特論 4 選 中・高専   

英語学研究 4 選 中・高専   

英文学特論 4 選 中・高専   

米文学特論 4 選 中・高専   

英文学研究 4 選 中・高専   

米文学研究 4 選 中・高専   

英米文化研究 4 選 中・高専   

歴史言語学特論 4 選 中・高専   

異文化コミュニケーション研究 4 選 中・高専   

共
通
分
野 

英語論文技法演習 4 選 中・高専   

研
究
指
導 

特別研究 4 必     

※教職課程については、免許種別に、免許・資格欄に記載した授業科目から 24単位以上を履修する。 

※授業は、多様なメディアを利用し、同時双方向又はオンデマンドにより教室等以外の場所で行うことができる。 

※「英語論文技法演習」の担当教員は年度により交替制となることがある。 

※「英語教育実践特論Ⅰ・Ⅱ」、「第二言語習得研究Ⅰ・Ⅱ」は隔年開講。 

※各科目の担当教員は HPで確認すること。 

 

※研究指導については、専攻・教員により受入れが認められれば、本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教 

 授による副指導を受けることができる。なお、短大教員、大学院客員教授による副指導を希望する場合は、 

 必ず、希望教員の研究室訪問により受入の了解を得ること。 
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（5）臨床心理学専攻 

区分 授業科目 
単
位
数 

必選別 ， 免許・資格 

備考 臨床心理士 

必選別 

公認心理師 

必選別及び 

科目分野 

教免 

臨
床
心
理
学
基
礎
分
野 

臨床心理学特論 4 必   高専   
臨床心理学面接特論Ⅰ 
(心理支援に関する理論と実践) 

2 必 選⑦ 高専   

臨床心理学面接特論Ⅱ 2 必   高専   
臨床心理査定演習Ⅰ 
(心理的アセスメントに関する理論と実践) 

2 必 選⑥ 高専   

臨床心理査定演習Ⅱ 2 必   高専   

臨床心理基礎実習 (2) 必   高専   
臨床心理実習Ⅰ 
（心理実践実習） 

(1) 必 必⑩ 高専   

臨床心理実習Ⅱ 
（多様な形式のスーパービジョンを含む） 

(1) 必   高専   

臨
床
心
理
学
専
門
分
野 

臨床心理統計法特論 4 
選 

(A群科目) 
  高専   

臨床心理学研究法特論 2 
選 

(A群科目) 
  高専   

人格心理学特論 2 
選 

(B群科目) 
  高専   

認知心理学特論 2 
選 

(B群科目) 
  高専   

社会病理学特論 
(司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開) 

2 
選 

(C群科目) 
選④ 高専   

家族心理学特論 
(家族関係・集団・地域社会における心理支援に

関する理論と実践) 
2 

選 

(C群科目) 
選⑧ 高専   

精神医学特論 
(保健医療分野に関する理論と支援の展開) 

2 
選 

(D群科目) 
必① 高専   

心身医学特論 
(保健医療分野に関する理論と支援の展開) 

2 
選 

(D群科目) 
必① 高専   

障がい児・者心理学特論 
(福祉分野に関する理論と支援の展開) 

2 
選 

(D群科目) 
選② 高専   

グループ・アプローチ特論 2 
選 

(E群科目) 
  高専   

学校臨床心理学特論 
(教育分野に関する理論と支援の展開) 

2   選③ 高専   

発達臨床心理学特論 2 
選 

(E群科目) 
  高専   

産業心理学特論 
(産業・労働分野に関する理論と支援の展開) 

2   選⑤ 高専   

生徒指導・教育相談・キャリア教育 
(心の健康教育に関する理論と実践) 

2   選⑨ 高専   

研
究
指
導 

特別研究 4 必     

※臨床心理学専門分野では、必修 8科目の他、Ａ群科目からＥ群科目の 5群それぞれ 1科目 2単位以上を必ず履修する。 

※公認心理師については、①～⑩の科目分野に含まれる科目を少なくとも 1科目ずつ履修していれば、受験資格が得られる。(①はいずれか 1科目必修) 

※教職課程については、免許種別に、教免欄に記載した授業科目から 24単位以上を履修する。 

※授業は、多様なメディアを利用し、同時双方向又はオンデマンドにより教室等以外の場所で行うことができる。 

※各科目の担当教員は HPで確認すること。 

 

※研究指導については、専攻、教員により受入れが認められれば、本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授による副指導を受けることができる。 

 なお、短大教員、大学院客員教授による副指導を希望する場合は、必ず、希望教員の研究室訪問により受入の了解を得ること。 
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（6）教育福祉学専攻 

区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

免許・資格 備考 

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
分
野 

生涯学習学特論 2 選 高専   

生涯学習学演習 2 選 高専   

社会教育学特論 2 選 高専   

人間教育学特論 2 選 高専   

学校カウンセリング演習 2 選 高専   

障がい者教育特論 2 選 高専   

社
会
福
祉
学
分
野 

社会福祉学特論Ⅰ 4 選 高専   

社会福祉学特論Ⅱ 2 選 高専   

社会福祉学特論Ⅲ 2 選 高専   

社会福祉学特論Ⅳ 2 選 高専   

精神保健福祉特論 4 選 高専   

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ特論 2 選 高専   

心
理
学
分
野 

発達心理学特論 4 選 高専   

臨床心理学特論 2 選 高専   

心理学特論 2 選 高専   

心理学研究法Ⅰ 2 選 高専   

心理学研究法Ⅱ 2 選 高専   

教育評価・測定法 2 選 高専   

教
育
福
祉
理
論
・ 

研
究
方
法
論
分
野 

教育福祉学特論 2 選 高専   

教育福祉学研究方法特論 2 選 高専   

社会調査法Ⅰ 2 選 高専   

社会調査法Ⅱ 2 選 高専   

資料等分析法特論 2 選 高専   

フィールドワーク論演習 2 選 高専   

研
究
指
導 

特別研究 10 必 

  

  

※教職課程については、免許種別に、免許・資格欄に記載した授業科目から 24単位以上を履修する。 

※科目名におけるⅠ、Ⅱ、・・・は学修上の順序性を示すものではないので、いずれから履修しても差し支えない。 

※授業は、多様なメディアを利用し、同時双方向又はオンデマンドにより教室等以外の場所で行うことができる。 

※各科目の担当教員は HPで確認すること。 

 

※研究指導については、専攻・教員により受入れが認められれば、本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教 

 授による副指導を受けることができる。なお、短大教員、大学院客員教授による副指導を希望する場合は、 

 必ず、希望教員の研究室訪問により受入の了解を得ること。 
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２ 博士課程 

（1）人間生活学専攻 

区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

備考 

心
理
臨
床
学
分
野 

発達臨床心理学特論 2 選   

臨床心理学特論 2 選   

カウンセリング特論 2 選   

心理療法特論 2 選   

統計解析特論 2 選   

睡眠行動科学特論 2 選   

人
間
発
達
学
分
野 

発達教育心理学特論 2 選   

発達保健学特論 2 選   

発達栄養学特論 2 選   

保育学特論 2 選   

育児支援学特論 2 選   

臨床保育学特論 2 選   

児童教育学特論 2 選   

生
活
環
境
学
分
野 

衣生活環境学特論 2 選   

衣生活文化特論 2 選   

生命情報学特論 2 選   

住生活環境学特論 2 選   

生物環境学特論 2 選   

児童文化環境学特論 2 選   

児童環境学特論 2 選   

生
活
材
料
学
分
野 

衣生活材料学特論 2 選   

食品材料利用学特論 2 選   

機能性食品素材開発学特論 2 選   

分子生物学特論 2 選   

生体材料学特論 2 選   

酵素学特論 2 選   

食品材料工学特論 2 選   

食品材料プロセス特論 2 選   

機能性食品学特論 2 選   
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区分 授業科目 
単
位
数 

必
選
別 

備考 

生
活
管
理
学
分
野 

被服管理学特論 2 選   

臨床栄養管理学特論 2 選   

代謝栄養管理学特論 2 選   

健康管理学特論 2 選   

食品管理学特論 2 選   

病態代謝管理学特論 2 選   

ロコモ・フレイル特論 2 選   

リハビリテーション科学特論 2 選   

地域健康特論 2 選   

医工学健康増進特論 2 選   

研
究
指
導 

特別研究   必   

※授業は、多様なメディアを利用し、同時双方向又はオンデマンドにより教室等以外の場所で行うことができる。 

※各科目の担当教員は HPで確認すること。 

 

※研究指導については、専攻・教員により受入れが認められれば、本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教 

 授による副指導を受けることができる。なお、短大教員、大学院客員教授による副指導を希望する場合は、 

 必ず、希望教員の研究室訪問により受入の了解を得ること。 

 

 

 

３ 大学院共通科目（修士課程・博士課程） 

区
分 

授 業 科 目 
単
位
数 

必
選
別 

備考 

共
通
分
野 

論文作成のための統計解析入門 2 選   

プレゼンテーション論 2 選   

アカデミック・ライティング 2 選   

※授業は、多様なメディアを利用し、同時双方向又はオンデマンドにより教室等以外の場所で行うことができる。 

※各科目の担当教員は HPで確認すること。    
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大学16号館２Ｆ

EV

第
１
院
生

研
究
室

第
２
院
生

研
究
室

第
３
院
生

研
究
室

第
４
院
生

研
究
室

第
５
院
生

研
究
室

第6院生
研究室

162A
大学院
講義室

研究科長室
客員教授控室

162A
講義室

162B
講義室

162C
講義室

グローバル
教育センター

162B
大学院
講義室

162Ｃ
大学院
講義室

大学院
資料室

テニスコート

板橋門

大学17号館

大学16号館

大学院事務窓口は、百周年記念館１Ｆ教育支援センターにあります。

教育支援センター学修支援課大学院

東京家政大学
板橋キャンパス配置図

大学院事務窓口
（百周年記念館１階）
大学院事務窓口

（百周年記念館１階）
大学院事務窓口

（百周年記念館１階）

Ⅲ．東京家政大学板橋キャンパス配置図・大学院事務窓口

■
研究科長室
■■■
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